


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＰＢ競争時代における地元スーパーの生き残り戦略ＰＢ競争時代における地元スーパーの生き残り戦略ＰＢ競争時代における地元スーパーの生き残り戦略ＰＢ競争時代における地元スーパーの生き残り戦略プロジェクプロジェクプロジェクプロジェクトトトト    

石田プロジェクト石田プロジェクト石田プロジェクト石田プロジェクト    

 

１．プロジェクトメンバー１．プロジェクトメンバー１．プロジェクトメンバー１．プロジェクトメンバー    

    

安藤 祐輝・21123202、酒井 裕暉・21123112、 

井上 晃成・21123207、井上 高彰・21123208 

久米 佑典・21123214、柴田 和樹・21123217 

牧野 広季・21123901 

 

２．連携先企業・組織２．連携先企業・組織２．連携先企業・組織２．連携先企業・組織    

（協力企業等と調査個所）（協力企業等と調査個所）（協力企業等と調査個所）（協力企業等と調査個所） 

(1) 協力企業等（ヒアリング箇所） 

①サンヨネ本社（三浦本部長よりヒアリング）、②豊

橋農協及び高橋農園 

(2) 調査個所（実態調査） 

①コンビニ：セブンイレブン、ファミリーマート、ロ

ーソン、サークルＫサンクス、②スーパー；マックス

バリュー、イトーヨーカ堂、バロー、クックマート、

サンヨネ 

 

３．プロジェクトの調査内容と分担３．プロジェクトの調査内容と分担３．プロジェクトの調査内容と分担３．プロジェクトの調査内容と分担    

①NB及びPB商品の定義とPB競争時代（井上高彰）、

②NB商品及びPB商品の価格比較と高級PB商品の出現

（久米）、 

③PB商品を製造するメーカー及び野菜のPB商品を生

産する農家・農協の対応（牧野、井上晃成、柴田）、 

④これらPB商品を各店舗に的確に供給するロジステ

ィクス・システム（酒井）、 

⑤PB競争時代の地域スーパー（東三河）の生き残り戦

略（安藤） 

 

４．実施計画４．実施計画４．実施計画４．実施計画    

 調査方法とスケジュールは、以下の通り。 

 

 

 

 

①文献調査：日本経済新聞社・編「PB・格安・高品質

競争の最前線」（2009年11月）、大野尚弘「ＰＢ戦

略ーその構造とダイナミクスー」（2010年2月）、富

士通ロジスティクスソリューションチーム・編「中間

流通はだれが担うかー小売業・卸売業・メーカー・運

輸倉庫業：18社の先進事例」、②日本経済新聞、日経

産業新聞、日経流通新聞等の新聞記事 ③ヒアリング

及び実態調査（本プロジェクトでは、主として食品お

よび野菜を対象とした） 

 

５．実施結果５．実施結果５．実施結果５．実施結果    

(1) ブランドの定義とPB競争時代（井上高彰） 

図表1 PB・NB・LBの定義 

 

ブランドは、大きく分けてNB・PBの二つに分けら

れる。また、これ以外にLBと分類できる地域特産品

や地域限定販売品があり、NB・PBを意識しない地元

スーパーのサンヨネのハートマークも LBと分類した。 

図表2 PB競争時代の概念図 

 

PB 競争時代の背景には長期デフレによる影響で消

費者の節約意識が高まったことが関係している。 

 この影響で、小売店は低価格帯の商品を販売する必

要があったが、NB 商品を作る大手メーカーは、原材

料費などの面で低価格化が困難なため、大手スーパー



 

 

やコンビニなどは PB を製造することで消費者が求め

る低価格帯の商品を開発した。 

大手メーカーとの共同開発や、高級 PB を開発する

などNB商品との差がなくなり始め、これに続いて地

域スーパーなどもPB開発を始めている。 

 また、消費者の節約志向の高まりで低価格を主体と

する100円ショップや、ネット通販なども巻き込んだ 

状況をPB競争時代とした。 

 

 

(2) ＰＢとＮＢの価格比較と高級PB商品（久米） 

コンビニはスーパーより高いというイメージがある

が、実際どうなのか調査した結果、コンビニのほうが

高い商品が多く見られた。しかしながら、コカコーラ

の商品以外は、該当しない店舗（販売していない店舗）

商品も多く見られ、一概に比較することができなかっ

た。  

図表3 NB商品のスーパー・コンビニの 

価格比較表 

 

 次に、PB商品がどのくらいNB商品より安いかを比

較してみると、バロー、サークルKサンクスいずれに

おいても 30～70％安いことがわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

図表４ NBとPBの価格比較表（バロー） 

 

 

図表５ NBとPBの価格比較表 

（サークルKサンクス） 

 

 また最近では、NB商品より高い高級PBが増えてお

り、PBといっても上質で高価値な商品（NB商品より

高い商品）が増え、これまでのように、PB商品は安く、

NB商品は高いという従来のNB・PBの定義は言えな

くなる可能性が出てきていることが分かった。 

図表6 スーパー・コンビニの高級PB 

 

 

 

 



 

 

 

(4)  ＰＢを生産するメーカーの特徴（牧野） 

 PB商品生産メーカーにはどのような特徴があるの

か調査したところ、業界大手のセブンイレブン、ファ

ミリーマートでは、色付けされている通り大手企業と

の共同開発が多く見られた。 

 これは、大手企業と共同開発することが、消費者の

ニーズに応えられるという点や、資金面・企画力とい

う点において安心で信頼できるからだと考えられる。 

図表７ PB商品生産メーカー 

（セブンイレブン） 

 

図表8 PB商品生産メーカー 

（ファミリーマート） 

 

 しかし、サークルKサンクスのような中堅スーパー

系列のメーカーでは下図の通り、共同開発は少ない。

これは大手 2社との差別化を図ろうとしていると考え

られる。 

 

 

 

 

 

図表9 中堅スーパー系列のメーカー 

（サークルKサンクス） 

 

(5) ＰＢ商品に対する農家・農協の考え（井上晃成・

柴田） 

 

青果物にも NBと PBは存在し、以下のように分類

した。 

NB・・・農産物の産地ブランドがNB商品だというこ

とが判明した。 

PB・・・農家が卸市場を通さずにスーパーやコンビ

ニなどに流出する商品がPB商品である。また、スーパ

ーが独自の判断でPB商品としてPB商品であるマーク

をつける商品。 

大葉・ねぎ・しいたけなどのほかに、「カット野菜」

も青果物のPB商品と分類した。 

カット野菜のような加工用野菜の値段は、卸売を通

すよりも安い価格となる。 

コンビニでの野菜販売には、限界があり、長続きし

ないことが予想される一方で、カット野菜やサラダセ

ットについては、１人暮らしの方やお年寄りの方に、

使いきれる量などが消費者の要望に合い、増加するこ

とが予想される。 

 

 

 

 

 



 

 

図表10 野菜に関するNB商品とPB商品の 

流通ルート 

 

 一般野菜では、NB は生産者から農協へ渡り、卸市

場を介して店舗に届けられる。PBは生産者から直接店

舗へ届けられる。 

 NB・PBは販売側が決められるようになっており、

契約農家・農業生産法人からと、卸市場を通したルー

トがある。 

カット野菜には、生産者から農協を通して加工メー

カーで加工され店舗へ届くルートと、農協を通さない

ルートがある。 

 

契約農家を利用するメリット・デメリット 

 スーパー・コンビニなどが契約農家を利用するメリ

ットには、仕入れ原価を下げられる、商品の出所や流

通過程、製造工程などを明確にすることで安全な取引

ができる、農家と共に特徴のある商品として育てるこ

とができればオリジナル商品を作ることができるなど

挙げられる。 

 デメリットには、多くの農家から本当に良い農家と

出会うことが難しい、一括取引であるため仕入れのリ

スクが高い、毎年安定して買い入れるため出来が悪く

ても引き取ることになるなど挙げられる。 

 

 

 

 

 

 

PB商品に対して農協・農家はどのように考えている

のか調査して結果、農協では、卸した先の売り場でPB

とするかどうか決定しているため、どちらでもよいと

考えている。その基準というのも売り場の基準で決め

られている。 

また、市場に頼っていると、仲介業者がいるため、

最終的にどこで販売されているかわからない。いいも

のを安く販売したいというスーパーが増えているので、

市場に頼らない経路をもっていれば生産農家にメリッ

トがあると考えている。 

農家では、産地ではなく農園の名前で扱われ、オリ

ジナル商品となり知名度を上げることにつながるとい

うことがある。また、従来のNB商品より比較的安く、

そして確かな品質と食の安全を届けたいという思いか

らPB商品を導入している農家もある。 

 健やかな人や社会、地球環境作りへ社会貢献するこ

とを願い、農家とスーパーがともに協力し合い作り上

げている商品となっている。 

 

(5) 縁の下の力持ちーロジスティクス（酒井） 

 

 ロジスティクスとは、顧客のニーズに合わせ、必要

なときに必要な商品が必要な店舗に供給する仕組みで

ある。 

 原材料・仕掛品・製品および関連する情報の産出地

点から消費地点に至る流れと保管を効率的に行う一連

のプロセスのことをいう。 

図表11 ロジスティクスネットワーク図 

 

 消費者が店舗で商品を購入すると、販売実績データ



 

 

が小売本部に報告される。小売本部では各店舗の販売

実績を集計して卸売業者に発注する。卸売業者は物流

センターに各店舗への納品を指示すると同時にメーカ

ーに発注する。 

 物流センターは納品指示された商品を出庫・加工し

て各店舗に配送・納品する。各メーカーは工場に物流

センターへの納品を指示すると同時に生産を指示する。

各工場は納品指示された商品を物流センターに納入す

ると同時に生産を開始する。 

 物流センターは納品指示された商品を出庫・加工し

て各店舗に配送・納品する。 

 この一連の物流活動を通じて、物流センターは需要

と供給のバランスを調整する施設として、また、物流

を効率化する拠点として、商品の保管による生産と消

費の時間差調整機能、迅速な出荷および納品機能、流

通加工機能、入荷もとから出荷先へのモノの組み替え

機能、輸配送の効率化機能、物流の情報センター機能

を果たす。 

 しかし、このような仕組みを構築し維持できるのは

大手・中堅スーパーと大手コンビニであり、売り上げ

規模が小さく、店舗数のそれほど多くない地域密着型

スーパーはこのような仕組みよりも、商品の品質や地

域の企業との連携を重視している。 

 

(6) 地域スーパーの生き残り戦略（安藤） 

　地域スーパーなどを巻き込んだPB

競争時代の幕開け（安藤）

国内で展開する主なスーパー・コンビニ

セブン＆アイ・ホールディングス（イトーヨーカドー、セブセブン＆アイ・ホールディングス（イトーヨーカドー、セブセブン＆アイ・ホールディングス（イトーヨーカドー、セブセブン＆アイ・ホールディングス（イトーヨーカドー、セブ
ンイレブン）ンイレブン）ンイレブン）ンイレブン）

イオングループ（マックスバリュ、ミニストップ）イオングループ（マックスバリュ、ミニストップ）イオングループ（マックスバリュ、ミニストップ）イオングループ（マックスバリュ、ミニストップ）
ユニーグループ・ホールディングス（サークルユニーグループ・ホールディングス（サークルユニーグループ・ホールディングス（サークルユニーグループ・ホールディングス（サークルKサンクス）サンクス）サンクス）サンクス）

ローソン・ファミリーマートローソン・ファミリーマートローソン・ファミリーマートローソン・ファミリーマート

共同開発・共同仕入機構

ニチリウグループニチリウグループニチリウグループニチリウグループ
CGCグループグループグループグループ

八会社八会社八会社八会社

日本で事業展開する外資系流通業

ウォルマート・ストアーズウォルマート・ストアーズウォルマート・ストアーズウォルマート・ストアーズ
コストコホールセールコストコホールセールコストコホールセールコストコホールセール

バロー クックマート サンヨネサンヨネ

東南アジアを中心に海外進出

１００円ショップ・
生協

地域密着型スーパー規模拡大型地域スーパー

競合する多様な市場競合する多様な市場競合する多様な市場競合する多様な市場競合する多様な市場競合する多様な市場競合する多様な市場競合する多様な市場

？？？？？？？？

 

大手スーパー・コンビニから始まったPBの大きな動

きは、共同仕入れ機構や外資系流通業、地域スーパー

を巻き込むものとなった。この中から、地域拡大や店

舗拡大を行わない独自の展開のサンヨネを取り上げた。 

 

サンヨネが提供するハートマーク商品には、食に対

してこだわりを持ち、お客様から安心・安全で信頼さ

れる食品を提供して地域に恩返しをするというコンセ

プトがある。また、美味しいもの、安心なものをでき

る限り提供していき、明るい家庭を作ってくださいと

いうメッセージを発信するというテーマがあり、規模

拡大よりも地域密着型スーパーであるという思いから

生まれたPB商品である。 

 

 

 

 

 さらに、サンヨネの販売商品に対する思いにはどん

なことがあるのかと調査したところ、サンヨネのコン

セプトに共感する生産者などとの共同開発を行い、安

心でおいしくて健康に値する食品の提供をするという

思いがある。 

 次に、低価格化が進む社会の中において生産者の立

場に立った商品開発による価格設定から、生産者の利

益を確保する価格設定を行っている。 

 顧客から販売人に「ありがとう」といってもらえる



 

 

ようなサンヨネの食文化を守り、低価格にこだわるこ

とよりも、価値が高い商品として見てほしいという思

いがある。 

 様々な生き残り戦略の中から、顧客のために、安心・

安全であることにこだわり、地域・生産者とのつなが

りも強い地域密着型の考えを地元スーパーの生き残り

戦略の 1つとした。 

 

６．６．６．６．    プロジェクトの成果（自己評価）プロジェクトの成果（自己評価）プロジェクトの成果（自己評価）プロジェクトの成果（自己評価） 

プロジェクト調査を通して学んだこと環境や時代の

流れとともにこれまでの常識というのが変化していき、

一つの考えやその時の状況だけでは全ては分からない

ということを感じました。また、調査の中でヒアリン

グだけでなく、各店舗に行って調査をすることの難し

さなどを学んだ。 

調査結果をまとめるにあたって、一人ひとりで担当

したテーマを３枚のパワーポイントにまとめることに

よってそれぞれで理解してまとめた内容を報告する練

習をしながら、チームが一丸となってやり遂げること

の重要性を学んだ。 

 

７．７．７．７．    メンバー各自の所見メンバー各自の所見メンバー各自の所見メンバー各自の所見    

井上 晃成・21123207 

「発表会を終えて」 

 12月 17日（火）に「情報ビジネス学部 プロジェク

ト活動成果発表会』がありました。プロジェクトの背

景と目的、実施計画、実施結果とともに、プロジェク

トの成果や自分たちが成長した点など、緊張しながら

も堂々と発表することができた。 

私たちは、「地域スーパーにおけるPB戦略とロジス

ティクス」の内容で発表しました。本プロジェクトの

目的は、地域スーパーの中で豊橋地域をメインにして

いるサンヨネの事例を取り上げ、NBおよびPBの定義、

メーカーとの共同開発、農家・漁業との連携、仕入れ

先及び店舗への納品の実態などを明らかにすることで

ある。 

実施結果として長期にわたるデフレの影響による

「低価格化のニーズ」は、1990年代後半から大手スー

パーが手掛け、2000年初めにコンビニ波及したPB商

品の開発に始まったPB競争時代をもたらした。この

競争は、今回対象とした食品及び野菜以外にもあらゆ

る産業・商品で展開されている。 

その結果、NB商品より高い高級PB商品の出現によ

り、従来から定義されている「ブランド」の内容とコ

ンビのほうがスーパーより高いという常識を変えよう

としていることがわかった。 

PB商品開発・生産を支えているのが、中小メーカー

及び生産農家・農協であり、新しい流通経路を構築す

ることになる。一方、NB生産メーカーもスーパーな

どとの共同開発によるPB生産も始めている。新しい

流通経路に対しても、不都合なく納品を可能にしてい

るのが、ロジスティクス・システムである。 

このようなスーパー、コンビニによるPB競争時代

の中で、東三河を中心にした地域スーパーの生き残り

には、3つのパターンが存在する。その第 1が中部圏

を中心にさらに店舗拡大を図り、CGSグループのよう

な共同開発・共同仕入れ開発型を目指す中堅スーパー

バロー型、第 2が地域密着型で、今後は、バロー方式

の規模拡大を目指すか、大手スーパー・コンビニに吸

収されるかのクックマート型、第 3が地域拡大や店舗

拡大ではなく、「食の安全と食の楽しさを大切にする」

ことをコンセプトにした地域密着型のサンヨネ型の 3

種類がある事が判明した。 

今回のプロジェクトを通し、環境変化により従来の

常識が変化することを学んだとともに、ヒアリングで

はなく、各店舗に出向いての実態調査の難しさを学ん

だ。調査結果をまとめるにあたって、担当ごとに分担

し一人 3枚のパワーポイントを作成することにより、

それぞれ責任を持って作業することの大切を学んだ。

制作物を作成していくなかで、自然と相手に「わかり

やすく・伝わりやすく」を考えながら作成していくこ

とができ、今後の成長につながったように思える。ま

た、最後に、それぞれ発表要旨を作成し、代表が全体

を報告する練習をしながら、チームが一丸となってや

り遂げることの重要性を学んだ。 

 



 

 

21123214 久米佑典 

「ゼミ活動において大変だったこと」 

12月のゼミ発表にむけて、それぞれの分担で一人ひ

とりやることを決め、調べてきて最後にまとめるとい

う方法を採用した。自分の分担は、コンビニの PB 商

品とNB商品の価格比較調査、コンビニとスーパーの

PB商品の価格比較調査をしました。 

自らスーパーやコンビニに出向いて価格を調べるの

ですが、いろんなスーパーやコンビニに行かなくては

なりません。最初は分担してやっていたのですが、調

べきれなかったところは自分が埋めなくてはならない

のでやはり、いろんなスーパーやコンビニをまわりま

した。自分が調べた個所は、よっぽどうまっていたの

ですが、ゼミのメンバーが調べた所は半分ぐらいない

ものだらけでした。そこでまた自分で調べに行くとい

うのも、大変だったことの一つです。 

そこで値段を控えたり、値段がなかったら店員の人

に聞いたりしました。ゼミのメンバーには途中で店の

中に連れて行かれて何をしているか聞かれたメンバー

もいます。豊橋の店舗をまわってなかったものは、豊

川の店舗に調べに行ったりしました。ですがやはり、

置いてないものはどこにも置いてなく、価格比較がで

きないものもありました。そこで分かったのがスーパ

ーやコンビニでは、PB商品として作ってないものはど

こに行っても置いてないということが分かりました。

そしてやはり、コンビニの方が値段は高かった。それ

理由はどこに行っても身近にあるという利点があるこ

とです。そしてスーパーは、24時間営業でなく店舗数

も少ない代わりに値段が安いという利点があります。

ですが、コンビニにもPB商品ができ、高級PB商品と

いうのも開発されています。そのおかげで、近い将来

コンビニとスーパーに差がなくなるのではという結論

になりました。 

 

21123202 安藤祐輝 

「プロジェクトを通して」 

 今回のプロジェクトでは、テーマを「プロジェクト

競争時代における地元スーパーの生き残り戦略」とし

て調査を行いました。 

 PB商品が多く出回っている現在ですが、どのような

背景があってのことなのか調べていくことから始め、

言葉の定義なども調べ、自らの理解を深めていきまし

た調査を進めるためには、対象とする事柄の概要をま

ず知っておく必要があるということを学びました。 

 時代の流れと共に消費者の求める商品は変わってい

き、低価格帯の商品が求められていた時代に発展した

PBも、今後は高級PBのような安全性が高く、高価値

の商品が求められる時代となりました。 

 この流れは、地元スーパーをも巻き込むものとなり、

今回の調査では、地元スーパーの生き残り戦略につい

て担当し、まとめをしました。 

生き残り戦略として、地方のスーパーを子会社化、

吸収合併をしながら店舗拡大を図り、CGCグループの

ような共同仕入れ機構型を目指すバロー型、地域密着

型で今後はバローのような展開をするのか大手スーパ

ー・コンビニに吸収されるのかというクックマート型、

食の安全と食の楽しさを大切にするというコンセプト

で、地域拡大や店舗拡大を行わない独自の展開のサン

ヨネ型にまとめました。 

 今回の調査を通し、それぞれ特徴を持った展開をし

ているということを感じました。どの形がいいという

ことはなく、お客様のニーズにどう応えられるように

どうしていくかが大切だと思いました。 

 また、調査を進めるにあたっては、初めに仮説を立

てることが重要だと学びました。今回は、いきなり結

果ばかりをもとめてしまい、うまく調査ができない点

があったため、今後は手順をしっかり理解し進めてい

きたいと思います。 

 プロジェクトは複数のメンバーで進めるものであり、

担当箇所をはっきりさせ、責任を持つことでスムーズ

に進めることができると感じました。 

 

21123217 柴田和樹「感想文」 

 今回、私は農協について担当しました。 

 まず、春学期では「地域スーパーの生き残り戦略」

として、地域スーパーの商品を調べたり、アポを取っ



 

 

てヒアリング調査をするのですが、なかなか行動に移

すことができずに人任せになってしまいました。 

地域スーパーでのヒアリングは「サンヨネ」さんに

ご協力いただいて話を聞かせてもらいました。私はヒ

アリングでメモを取る作業は難しくメモを確実にとる

ことができませんでした。また、PB・NBを調べていく

うちに農産物（青果物）にも、PB商品がある事が分か

り、農協さんにアポを取って、ヒアリングさせていた

だきました。 

 私は企業に自ら電話をしてアポを取る作業は初めて

でした。たかが電話一本だと思っていたけれどいざ電

話をしてみるとなかなか言葉がうまく話せませんでし

た。ヒアリングの日を決めるにも相手の都合、こちら

の都合をうまく合わせないといけなかったのでよく考

えて行動しないといけないと思いました。農協さんで

のヒアリングは、サンヨネさんに続き、2 回目だった

のですが、話していることを頭に入れてメモするのは

簡単にはいかず、ほとんど単語ばかりしかメモできず、

話の内容をメモすることも、頭に入れることもできま

せんでした。 

自分の未熟さが身に染みました。12月に近づくにつ

れパワーポイントの作成をしないといけなかったので

すが、取り組むまでに、なかなか行動に移せなく皆に

迷惑をかけてしまいました。 

パワーポイントでも農協の担当となり、農産物のPB

についてまとめました。当然、私が農協さんにヒアリ

ングで取ったメモだけでは、まとめあげることができ

ませんでした。しかし、先生、ゼミ生の協力作成した、

ヒアリングメモを参考に、取り組んでいくことができ

ました。 

時間もかかったけれど終わったら達成感を感じまし

た。一つのことで、達成感ができ気持ちよく感じまし

た。発表では、立っているだけでしたが、私の担当の

所に質問で出ました。しかし、わからず、また人に頼

ってしまいました。ダメなところばかりでした。点数

に表すと20点もないのではないかと思いました。今後

は、もっと前向きに取り組む姿勢を取り、挑戦心を取

っていきたいと思います。 

21123901牧野 広季 

「ゼミの課題を通じて」 

 今回、私は石田ゼミで「地域スーパーの生き残り戦

略」をタイトルに調査を進めました。コンビニ、スー

パーのNB（ナショナルブランド）商品とPB（プライ

ベートブランド）商品の味、品質、価格の比較からは

じめ、NBとPB商品を定義することから始めました。 

 その後、PB商品はなぜ安いのか、流通経路、メリッ

ト、デメリット、そしてこれからのNB、PB商品はど

のように差別化を図っていくのかなど疑問が浮上した

ので、ゼミ生に各自に担当を決めて調査を進めました。 

 その中で私が担当したのは、セブンイレブン、ファ

ミリーマート、サークルKの三社にターゲットをしぼ

り、食品をメインに PB 商品の種類、値段、製造者を

調べ、PB商品を生産しているメーカーになにか共通点

はないか、もしくは何が違うのかを調べました。 

 大きく分けると共同開発の在り方です。セブンイレ

ブン、ファミリーマートは大手の食品会社と共同開発

をしているのがほとんどでした。 

一方、サークルKサンクスの共同開発はあまり名前

を聞かない中小企業が多かったと思われます。ですが、

サークルKサンクスは大手のコンビニ会社と差別化を

はかるため、第 3極と言われる対策をとっていました。

期間限定、地域限定で企業やアーティスト、または地

域と協力して商品の開発を行う新しい戦略です。 

この戦略は安定した顧客の収入にはつながらないと

思いましたが、ステークホールダーの増加には効果的

ではないかと思いました。利害関係者との関係を広め

て親近感をもたせることで顧客増加に繋がるのではな

いかと思いました。 

そして、最後に共同開発をする理由として 3点あげ

られます。1つ目はマージンのカット、2つ目は安定し

た共有、3 つ目は経費の削減です。一定の量を一定の

期間に作るため上記 3点が可能となった結果共同開発

ができるのだとわかりました。 

この課題を通して日頃の些細な疑問が解決されたと

ともに、自分の知識を深めることができたと思いまし

た。今後の PB商品 NB商品の価格の変動や新しいジ



 

 

ャンルの商品にも注目していきたいと思いました。 

 

21123208 井上高彰 

「自己の分担作業を通して感じたこと」 

 プロジェクトで発表用のパワーポイントの作成や、

議事録のまとめをやった。パワーポイントは、各自が

作成したものを発表用にまとめた。文章を短くしなが

ら、伝えたい事を分かり易くするために、図表の作成

をしたり、字のサイズやフォントを直したり、地味だ

けど大変だった。 

 自分が担当したPBとNBの定義では、調べていく内

に現在のPB・NBの状況と差がある事が分かった。そこ

で、地域ブランドの分類を作った。PB や NB の定義が

いろいろ変っていて、その変化を分かり易く伝えるの

が大変だった。 

 

21123112酒井 裕暉 

「プロジェクト活動を通して」 

PB・NBの商品調査はまず、どの商品がPB・NBな

のかということから始まり概念を理解することからは

じめたのでとても大変だった。この調査を通して自分

が普段買っている物にはPB・NBが多いことを知った。 

サンヨネのヒアリング会では自分の聴きたいことも

わからず聞いているだけになってしまったが話を聞き

ながらメモを取るという練習ができたのでよかったと

思っている。 

合宿ではゼミ学生同士交流を深めることができ、発

表会に向けて団結できたと思うしお互いどんな性格か

少しながら知れた。 

PPを作成するにあたって自分の所はロジスティク

スについての所だったので他の人とは少し違い大変だ

ったが、授業でやったことを応用すれば何とかなると

思っていたのだが上手くいかず、ゼミのみんなに助け

てもらいなんとかできたが自分で全部できなかったの

は心残りだと思っています。 

全体を通して感じたことは、先生のいったことをは

じめからやっておけばこんなに苦労することはなかっ

たと思うし、もう少しは自分自身でまともなものが作

ることができたのではないかと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

携帯端末向けアプリ作成携帯端末向けアプリ作成携帯端末向けアプリ作成携帯端末向けアプリ作成    

今井今井今井今井プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト    

１１１１．プロジェクトメンバー．プロジェクトメンバー．プロジェクトメンバー．プロジェクトメンバー    

亀之内順也（20923707）、水野翔太（21023120） 

石川真次（21023201）、壁谷竜輝（21023712） 

勝見拓矢（21123108）、田頭和也（21123120）、 

 

２２２２．．．．連携連携連携連携先先先先企業・組織企業・組織企業・組織企業・組織    

プロジェクトにご協力いただいた連携先企業は、以

下の通りである。 

株式会社SRA名古屋事業所様 

株式会社アイエスエル様 

小坂井高校様 

 

３３３３．．．．プロジェクトの背景と目的プロジェクトの背景と目的プロジェクトの背景と目的プロジェクトの背景と目的    

AndroidOS搭載端末や iPhoneなどの携帯端末の普及

により、アプリを使用する機会が増えてきた。アプリ

は、個人で制作することも可能であり、現在では様々

なアプリが生み出されている。体調管理支援のアプリ

や LINE などのコミュニケーションツール、Evernote

などのクラウド技術を用いたアプリやサービスもある。 

また、経営学部では全学年に iPad が無償貸与され、

無線 LAN 環境を通して大学内どこからでもネットを

利用することができる。電子教材配布だけでなく、レ

ポート作成のための情報収集やゼミナールでのプレゼ

ンテーション作成、就職活動などに利用されている。 

本プロジェクトでは、本学の学生の携帯端末の活用

を考え、アプリ制作やLMSの構築をテーマとした。 

 

４４４４．．．．実施計画実施計画実施計画実施計画    

アプリ制作にあたっては、本学の学生の利便性の改

善が議論の中心となった。まずは、本学のバス利用者

がバスの時刻を調べるには大学から配布された手帳や

豊鉄バスHPのPDFファイルを見て確認しなければな

らず不便であることから、バス時刻表アプリを制作す

る事とした。また、並行して携帯端末活用の観点から、

e ラーニングの実施に必要な学習管理システム

（LMS：Learning Management System）の一つである

Moodleを用いて小テストシステムを作成し、iPadとの

連携についての検証も行った。 

 

５５５５．．．．実施結果実施結果実施結果実施結果    

アプリの制作方法や開発環境の検討にあたり、協

力先企業様への見学やアドバイスをお願いし、参考

とした。株式会社SRA名古屋事業所様からは学校

教学システムの概要と開発環境等を、株式会社アイ

エスエル様からはHTML,JavaScript,jQueryMobile等

によるWebアプリ開発環境等について助言頂いた。

株式会社SRA名古屋事業所様からの助言の様子を

図１に、株式会社アイエスエル様からの助言の様子

を図 2に示す。 

 

図 1 株式会社SRA様から助言の様子 

 

図 2 株式会社アイエスエル様から助言の様子 

 

実際の開発にあたって、クラウド上にありブラウ

ザ上で動作するMonacaという開発環境を使用した。



Monacaの開発画面例を図 3に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図3 Monacaの開発画面例 

 

Monaca を使用することによって作られたハイブ

リットアプリには、iPhoneとAndroidの両端末で動

作させることができ、開発環境を別々に用意する必

要がないというメリットがある。実行画面例を図 4

に示す。まず、JavaScript を用いて、現在時刻の取

得や、近時のバスの検索を容易にする機能等を実装

した。 

図 4 バス時刻表アプリの実行画面例 

 

次に JavaScript コード記述の一部を簡略化する

jQueryを導入し、図 5のようなスライド機能を追加

した。図 5に示すように、左右にスライドすること

で現在閲覧している時刻の前後を見ることができ

るようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 時刻表アプリ（スライド機能の実装） 

 

この様に、Monacaを使用する事により、専用の機

材を使用すること無く、HTML, CSS, JavaScript, 

jQueryMobile等の標準の技術で作成したWebアプリを、

iPhoneやAndroidなどのデバイスにインストール可能

なネイティブアプリへと変換できる事を示した。 

また、並行して eラーニングの実施に必要なLMS

の一つである moodle を利用して、小テストシステ

ムを作成した。moodle管理作業を簡単に学び、小テ

スト問題の作成をした。moodleの小テストの例を図

6に示す。 

 

図 6 moodle小テスト例 

 

授業内での iPad 活用についての協力要請が小坂

井高校様からあり、プロジェクト活動として対応し

た。要望は多岐にわたるが、今回は、体育における

各グループの iPad によるビデオ撮影とそれらの無

線（Wi-Fi）経由での教員PCへの提出システムの構

築を行った。ビデオ提出システムの概要を図 7 に、

システム設定や使用法を小坂井高校様へ説明した



 

時の様子を図 8に示す。 

 

図 7 ビデオ提出システムの概要 

 

 

図 8 小坂井高校様への説明の様子 

 

６．プロジェクトの成果（自己評価）６．プロジェクトの成果（自己評価）６．プロジェクトの成果（自己評価）６．プロジェクトの成果（自己評価）    

まず、JavaScript を用いた基本機能を実装から始

めて、jQueryの導入によって操作性の向上を図りな

がら、アプリの作成を行った。開発環境や制作方法

の時点からを協力企業の方にご助言を頂き、アプリ

開発の基礎や様々な制作方法を学ぶことができた。

反省点としては、アプリ開発に関する役割分担が明

確化できず作業のスケジュール調整にも支障が出

た事や、アプリのデザインも望むようなデザインに

することはできなかった事等が挙げられる。    

また、moodleの管理等の作業を学びながら小テス

トシステムの構築を行う事によって、サーバ側の開

発過程の一部を学ぶことが出来たと考える。ただ、

教育向けアプリ開発も視野に株式会社 SRA 名古屋

事業所様の見学等も行い教育向けシステムについ

てご助言頂いたが、本格的なアプリ開発までは至ら

なかったと考えている。 

今後は、試作アプリのテストや残りの作業を分担

しスケジュールを調整しながら取り組む予定であ

る。可能なら moodle 関連の実用化や更に高度なア

プリ開発に取り組んでいきたい。 

小坂井高校様については、今回のビデオ提出シス

テム以外もご要望を頂いているので、今後も担当者

様と連携しながら、活動を継続していく予定である。 

 

７７７７....    メンバー各自の所見メンバー各自の所見メンバー各自の所見メンバー各自の所見    

    各メンバーの本プロジェクトに関する所見を、以下

にまとめる。    

・20923707 亀之内順也 

 今回のプロジェクトでの主な私の役割は発表資

料作成とメンバーの活動を記す議事録作成であっ

た。本プロジェクトの肝であるアプリの作成におい

て私はそのアプリ作成に携わる知識がないため裏

方に務め、これらが自分にできることと励んだ。 

しかし議事録作成では問題なかったが、発表資料

作成では作成に時間がかかってしまい、プロジェク

ト発表者、アプリ作成者達に負担をかけてしまうこ

とがあった。反省点として発表資料作成する時間を

十分にとっていなかったことで発表者に原稿を渡

す時期が遅くなったことがあげられる。この反省点

を受けチームプレイにおいて一人の遅れが全体に

悪影響を与えてしまうことを学び、今後は資料作成

などできるだけ前倒しに作り、後へ続く人への負担

を減らすことなど、チームのことを考え行動できる

ようにしていくことを心掛けます。 

 

・21023120 水野翔太 

 本プロジェクトで、私はHTML、CSS、JavaScript

を使用し、アプリの体裁に関する作業を主に担当し

た。JavaScriptは公開しているものを使用したが、

もし自前でコードを作成することが可能なら、その

方が実装できる機能に幅が広がるのに、と自身の知

識不足を思い知った。 

当初は、他のメンバーが活動しているのを遠目に

見てばかりいたが、後半はアプリ作成に参加し、他



の授業で学んだ知識を活用して、チーム内での役割

をある程度は果たすことができたと思う。また、ア

プリ作成中の試行錯誤を通して学んだ知識も多か

ったように感じる。しかしながら、メンバーとの連

携を怠っていたので活動に加わるのが随分遅かっ

たこと、力不足で断念した作業が複数あったこと、

アプリ作成以外の活動には積極的でなかったこと

など、反省点は挙げればきりがない。全体を通して

積極性や協調性の無さが目立っていたので、その点

は特に反省している。以上の反省点を念頭に置きつ

つ、今後も日々精進したい。    

 

・21023201 石川真次 

 今回のプロジェクト活動では、HTML、CSS、

JavaScriptを使用し、アプリの開発の担当をした。

前半では骨組みを作成し、後半は他のメンバーと役

割分担して作業を行ったが、分担や連携が上手く取

れず、思ったように作業を進めることができなかっ

た。しかしプロジェクト活動を通して自分にない知

識を得ることができ、経験を積むことができた。こ

の経験を活かして、今後またこのような活動があっ

たときしっかりと役割分担すること、連携を上手く

とることを意識したい。 

 

・21023712 壁谷竜輝 

今回のプロジェクトの主な役割は、中間発表と成

果発表の発表者であった。本プロジェクトのテーマ

であるアプリ作成において知識があまりなかった

ため、アプリ作成の活動において貢献することがで

きなかった。また、発表要旨を試行錯誤した結果、

予定より完成までに時間がかかってしまい、あまり

発表の練習をすることができなかった。そのため当

日の発表では、練習量がたりなくあまりいい結果を

だすことができなかった。 

 反省点としては、自分自身の発表のレベルをもっ

と上げればいい成績をおさめることができたので

はと思った。また、もっと発表の練習をして本番に

向かうことができたら満足のいく発表ができたの

ではないかと思った。今後はもっと聞き手にわかり

やすいプレゼンができたらと思います。 

 

・21123108 勝見拓矢 

 プロジェクトの冒頭にプロジェクトテーマを決

めるために、メンバー間で様々な意見を出し合って、

せっかく iPadがあるのだから、アプリ製作とかでき

たら面白そうだなという発言で携帯端末向けアプ

リの作成に決まりました。 

 しかし、グループ全体の知識が著しく浅く、なか

なか作業が進まず、悪戦苦闘していました。 

 

・21123120田頭和也 

今回のプロジェクト活動では主にアプリケーシ

ョンの開発を担当した。他の授業等で簡単なアプリ

ケーション作成を学ぶことはあったが、自分で何を

作るか考え作成することはほとんど初めてに近く、

スムーズに作業を進めることができなかった。今回

特に自分が反省すべきだと感じたのは、スケジュー

ルの組み立てを曖昧にしてしまい全体的に作業が

遅れたこと、上手く作業を分担することができなか

った点だ。スケジュール調整や作業を人に割り振る

といった経験がなく、上手く行うことができなかっ

た。 

 プロジェクト活動を通して自分が今できること

や得意なことを知ることができた反面、自分に今足

りていない能力や知識がわかった。活動内では初め

て経験することが多かったため、貴重な経験となっ

た。今後また複数人で取り組む授業等があれば今回

の反省点を活かし、積極的に行動したい。 

 

【謝辞】 

本プロジェクトの実施にあたり、ご協力いただいた株式

会社アイエスエル様、株式会社 SRA 名古屋事業所様、

小坂井高校様には大変お世話になりました。協力してい

ただいた皆様へ心から感謝の気持ちと御礼を申し上げ、

謝辞にかえさせていただきます。 

 



ＳＯＺＯショップコラボプロジェクトＳＯＺＯショップコラボプロジェクトＳＯＺＯショップコラボプロジェクトＳＯＺＯショップコラボプロジェクト    

川戸川戸川戸川戸プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト    

 

１．プロジェクトメンバー１．プロジェクトメンバー１．プロジェクトメンバー１．プロジェクトメンバー    

松本教史(20923122),伊豫田英将(21123105) 

浪崎祥平(21123125),廣中佑紀(21123127) 

馬 駿(21123130),伊藤奨麻(21123205) 

佐々木智至(21123216) 

 

２．連携先企業・組織２．連携先企業・組織２．連携先企業・組織２．連携先企業・組織    

1)NPO団体「パルク」 

2)コラボ：ほの国百貨店 

    ：松山小学校 

 

３．プロジェクトの背景と目的３．プロジェクトの背景と目的３．プロジェクトの背景と目的３．プロジェクトの背景と目的    

1)4/26開店の「ＳＯＺＯショップ笑輪」を発展させる 

2)ほの国百貨店や松山小学校とコラボすることによって 

1.現実の百貨店のマネジメントを体験する 

2.笑輪のPR 

3.地域の人との交流により、接客力が向上 

 

４．実施計画４．実施計画４．実施計画４．実施計画    

1)文献購読 

 1.P.ドラッカー（2011）「エッセンシャル版・マネジ

メント」、ダイヤモンド社 

2.D.シュルツ（2005）「統合マーケティング」、ダイ 

ヤモンド社 

3.F.コトラー（2010）「コトラーのマーケティング

3.0」、朝日新聞出版 

 

2)店舗開店・経営 

・2013.4.26開店の「ＳＯＺＯショップ笑輪」の運営に営

業日にローテーションを組んで勤務する 

・内容としては、接客、販売、仕入れ、売上管理、広報

などの業務を通じて、店舗運営の実態を体験する 

・できるだけ、一部の人に負担がかからないように公平

にローテーションを実施する 

 

3)企業見学 

・豊橋だけでなく、名古屋地区まで範囲を広げて実際の

企業を訪問し、各企業のマーケティング戦略について話

をしてもらい、知識を増やす 

4)コラボ先を探す 

・「ＳＯＺＯショップ笑輪」開店して、店舗運営をす

ると同時に、地元企業とショップのコラボによる店

舗の知名度を上げ、地域貢献への道を開く取り組み

を目指す 

 

５．実施結果５．実施結果５．実施結果５．実施結果 

★春学期： 

①文献購読 

・年間通じて上記３冊をゼミ生全員で輪読することで

知識を増やし、店舗運営にも生かすようにする 

②店舗開店、経営  

   

  －4/26ＳＯＺＯショップ「笑輪」開店－ 

・4/26～毎週金、土、日にローテーションを組んで店

舗に出勤して仕事をする 

 

③中部国際空港企業見学 6/21（15：00～18：00） 

   

   －6/21中部国際空港会社見学－ 

 ・同社のマーケティング戦略、主に企業の広報と路線

拡大のための戦略の概要をレクチャーしてもらった 

 ・担当は、同社総務部総務グループリーダー、高橋哲



 

 

也氏 

 ・高橋氏講演内容： 

  *旅客数；年間 449万人（2013は目標 480万人） 

  *便数；国際線が伸び悩み（1日 40便、北米敏減少） 

  * LCCの航路は拡大方針 

  *施設・サービスの充実とＣＳ（顧客満足度)世界No.1

を目指す 

  *広報では、公式 Web サイトのリニューアル、イベ

ント開催、「昇龍道」プロジェクトとして、名古屋か

ら富士山、高山、立山、金沢をめぐる観光ルート開

発、外国人向け観光情報開発 

  *航空会社へのセールスと路線開拓： 

   アジア、中国の旅客の取り込み、拡大 

 

④  松山小学校子供夕涼み大会、出店  

   

 

 

 

 

 

 

    7/27松山小学校夕涼み大会・出店 

・土曜日の夜、同小学校の生徒たちとその親御さんたち

を集めて「夕涼み大会」といういわば「お祭り」を実

施して地域の親睦を高める 

・「ＳＯＺＯショップ笑輪」は、地域への交流と激安のド

リンクやお菓子を販売したり、「お菓子の掴み取り」ゲ

ームをしたりと、親子連れの客で賑わった。 

・ただ、当初の観客動員見込みを過大評価したため、冷

たいドリンクを多く仕入れすぎたため、多くの残を発

生させた。 

  *学校側の予測では、子供・大人含め、約 500名を想

定していたが、実際は、350名の参加でしかなかった。 

・夕涼み大会の最後に、余ったドリンクやお菓子の詰め

合わせをプレゼントする「じゃんけん大会」を急きょ

実施して、お菓子は全て処理したが、冷たいドリンク

に約 100本近い余りが出てしまった。 

・だが、状況を把握して、予定外のイベントを急きょ実

施したり、そのための動員をみんなで取り組めたりで

きたのは良かった。 

・もう少し事前の予測をしっかりすればよかった 

 

★秋学期： 

⑤笑輪、店舗レイアウトリニューアル 

・開店当時から、店内のレイアウトが、当初の目的であ

る「おやつを買って、セルフサービスでお茶を飲みな

がら備え付けの本でも読んでもらう」という狙いを持

っていたが、店内に入ってきたお客さんは、品物を見

たり、買ったりした後、すぐに出て行ってしまうのが

ほとんどだった。それは、テーブルに座ってもらいに

くい店のレイアウトが原因というのが、メンバーみん

なの意見であった。 

・それを変えるには、商品の位置と、新たに誰でも座れ

ることができるイスとテーブルを買う必要があった。

それで思い切って手を加えることにした。 

・10月の初めのプロジェクト演習の時間にレイアウトを

変更した。 

・しかし、その成果はいまのところ出ていないので、後

は販売する商品を工夫して広げることが必要である 

 

⑥ほの国百貨店とのコラボ企画決定 

・秋学期にはもう一つのコラボ先として、ショップから

すぐ近くのほの国百貨店とのコラボをすべく、企画に

入った。 

・幸い大学に同店と親しい先生がおられ、その先生から

の口利きで、コラボを申し込んだら、「企画を見せて」

と言われ、すぐ企画に入った。 

・コラボの企画内容は、 

  

 *主な内容：同百貨店のフロアの一角を借りて、１日限

りの共同イベントを開催する 

 *タイトル：「親子ふれあい広場」 

   －親子で楽しめるイベントを、時間を区切って展

開する 

   －子供塗り絵大会…終日無料で子供に塗り絵をし



 

 

て遊んでもらう。できた塗り絵はショ

ップでも展示する 

   －ポケモン非公式ゲーム大会（14時～16時） 

     子供たちにゲーム機を持ち込んでもらって、

個人戦で試合をする。1位、2位、3位に図書

券の賞品 

   －ビンゴゲーム…16：15～17：30 

当日同店での買い物レシート 3000円以上で、

1～2枚までのビンゴカードを配布。早くビン

ゴを達成した人から、クジ引きで商品を選ぶ

方法 

 *同百貨店販売促進部長、中澤氏に全員で同店を訪れて

プレゼンを実施。すぐにＯＫをいただき準備に入った 

 

⑦創造祭にて笑輪出店 10/26～27 

・創造祭で、ショップとして出店 

・ペットボトル商品の販売は学生から禁止されているの

で、缶ドリンクを販売することで参加。 

・１缶￥50という激安で販売したが、夏の納涼大会の教

訓を生かし、仕入れ缶数を少なめに設定したことで、

完売できた。 

・土日でメンバーのローテーションで販売した。2日間で

缶は缶完売することができた。 

・土曜日のメンバーの発案で、当日缶ドリンク以外に出

来立てのコロッケ販売も急遽実施し、60個用意したの

が、全部販売できた。 

 

    

     創造祭にて笑輪出店 10/26～27 

 

⑧ほの国百貨店「親子ふれあい広場」実施 12/23 

・12月23 日の1日だけ、同店８階の催事場の一角で

特別に場所を提供してもらって実施した 

・ショップで製作した「大学ののぼり」を持ち込み、

８階へ来られたお客さんから目につきやすい仕掛け

を試みた 

・当日は、フロア全体が「北海道展」を開催中で、北

海道のうまいものを買いに来るお客が多いはずだっ

たが、クリスマスイブ前日にも関わらず、思ったほ

どお客さんは多くなかった。 

・イベント内容は、上述の通りだったが、準備作業が

なれないことばかりで大変だった。 

 *「ポケモンゲーム大会」は、著作権との関係でその

ままの名前で実施することはできず、「非公式」と

いう文字を加えることが必要と分かった 

 *参加者にわたす景品の企画と実際にそれを集める

のに手間がかかったが、うまく企画できた 

・開店から14：00頃までは何とかお客はあったが、そ

れからＢＩＮＧＯ大会まで人が来なくなり、メンバ

ーで手分けして動員を呼びかけた。 

・それとともに北海道展のレジの人にもＢＩＮＧＯ大

会へ立ち寄るよう声掛けしてもらったおかげで、Ｂ

ＩＮＧＯは予想外の入場者であふれた。景品も最後

まで１等の東京ディズニー招待券当選者が出ず、最

後になるとＢＩＮＧＯになった人が重なるものだが、

ちょうど一人の当選者が出て、うまく収められた。 

・反省としては、もっと事前のイベント広報を同店と

共同で進めるべきだったことがあげられる 

・百貨店の店員としてイベントに取り組むよう求めら

れたことで、接客や、臨機応変の対応の重要性がま

なべた。 

   

 12/23ほの国百貨店コラボ 

「親子ふれあい広場」のＢＩＮＧＯ大会 



 

 

６．６．６．６．    プロジェクトの成果（自己評価）プロジェクトの成果（自己評価）プロジェクトの成果（自己評価）プロジェクトの成果（自己評価）    

①売り上げは伸びたが客足は少ない 

②マネジメントに対しての認識が広がった 

③空港のマネジメント方法の認識が広がった 

④接客や臨機応変に対処することを学べた 

⑤レイアウトを変える事で理想のショップに近づける

ことができた 

⑥松山小の反省を生かし商品を完売することができた 

⑦自分達の企画を採用してもらい、地域の有力企業と

のコラボが実現 

⑧コラボを実施する事により、接客力の向上ショップ

のＰＲができた 

 

７．メンバー各自の所見７．メンバー各自の所見７．メンバー各自の所見７．メンバー各自の所見        

①伊豫田英将(21123105) 

松山小学校とほの国百貨店とコラボして、利益の出し

方や集客の難しさを知りました。 

 

②松本教史(20923122) 

ＳＯＺＯショップ「笑輪」を経営し、様々な問題点が

見つかったが、それらを分析し、一定程度改善させて

くることができた。また地域企業と共同でイベントを

行わせていただき、企画のポイントや接客について学

んだ 

 

③浪崎祥平(21123125) 

 この一年、プロジェクトを通じ様々なことを学んだ。 

経営やコラボといったことを体験することにより、現

場独特の雰囲気や物事は、実際にその場にいなければ

分からない。そんな中であったトラブルや問題点にど

うたいしょするか、どうやって次に生かすかなどを実

際に体験できたことは、座学では得られない貴重な体

験だったと私は思う。 

 

④廣中佑紀(21123127) 

ほの国百貨店とのコラボでの「ＢＩＮＧＯ」は、「ガ

ラガラクジ」のほうが良かったかもしれない。が、Ｂ

ＩＮＧＯも満員だったのが何とも言えなかった。ただ、

大勢のお客様に楽しんでもらえるなら、ガラガラだと

考えた。あと、ＢＩＮＧＯのナンバーは、別の機械で

やったほうがよかった 

 （※参考：Ｉｐａｄで実行した） 

 

⑤馬 駿(21123130) 

 ショップに対して商品の種類があまりわからない、

知っている商品の種類は有限で、いつも商品を仕入る

前になかなか発言できなかった。自分が勉強したこと

は、ショップをつくる前から営業、商品の仕入とかを

勉強した。ほの国百貨店の集客行動で、どういう人た

ちに行うか、や、商品仕入れ活動の時間を計画し実施

したことなどいろいろの体験を身に着けた。 

 

⑥佐々木智至(21123216) 

ゼミのプロジェクトを通じて、今までと違う人たちと

多く関わることができて、成長できたと思う。 

 

⑦伊藤奨麻(21123205) 

 全体を通じて、日々の活動の中ではうまくメンバー

を纏められなかったと思うが、イベント等はうまくで

きていたと思う 

 ショップにおいても、その度にお問題点を解決する

ために話し合い、積極的に権をもって理想に近づけた

と思うが、その中でもっとメンバーの意見、積極性を

引き出していきたかった。 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



豊橋エコタウンプロジェクト豊橋エコタウンプロジェクト豊橋エコタウンプロジェクト豊橋エコタウンプロジェクト 

～豊橋市内小中学校に設置された太陽光発電システム状況調査～～豊橋市内小中学校に設置された太陽光発電システム状況調査～～豊橋市内小中学校に設置された太陽光発電システム状況調査～～豊橋市内小中学校に設置された太陽光発電システム状況調査～ 

見目プロジェクト見目プロジェクト見目プロジェクト見目プロジェクト 

 

１．プロジェクトメンバー１．プロジェクトメンバー１．プロジェクトメンバー１．プロジェクトメンバー 

田辺俊希（20923215）、鈴木涼太（21123117）、 

惣門健人（21123118）、眞子 匠（21123132）、 

杉元篤史（21123220）、鈴木啓吾（21123221）、 

中川千加（21123228） 

 

２．連携先企業・組織２．連携先企業・組織２．連携先企業・組織２．連携先企業・組織 

・豊橋教育委員会教育政策課 

（担当：渡会小枝子） 

・豊橋市市内各小中学校の校務主任 

 

３．プロジェクトの背景と目的３．プロジェクトの背景と目的３．プロジェクトの背景と目的３．プロジェクトの背景と目的 

近年、資源の枯渇化、地球温暖化といったエネルギ

ー・環境問題への対応から、再生可能エネルギーの普 

及拡大が求められている。その中でも太陽光発電は、 

クリーンであることをはじめ、どこにでも設置が容易 

である、可動部がなく静穏であるなどの利点があり、

注目を集めている。 

太陽光発電の長期信頼性の評価には、ある地域にお

いて複数のシステムの長期的なデータ収集・分析が望

まれる。しかしながら、民間施設に設置された太陽光

発電のデータを長期的に収集することは困難である。

一方で、公共施設に設置されたシステムについては、

データの提供・収集が比較的容易であると思われる。 

以上のことから、本研究では豊橋市内の小中学校（全

74校）に設置されている太陽光発電システムを対象に、

システムの稼働状況を調査し、その長期信頼性に関す

る基礎データを収集して分析する。 

 

４．実施計画４．実施計画４．実施計画４．実施計画 

4.1 春学期（太陽光発電の基礎知識の習得） 

(1) 太陽光発電の長所と短所 

(2) 太陽光発電の原理と太陽電池パネルの種類 

(3) 太陽電池製造メーカーによる出力保証の調査 

(4) 性能劣化の評価方法の検討 

4.2 秋学期（訪問） 

(1) 豊橋市内全小中学校の訪問 

(2) 故障・トラブルの状況確認 

(3) 性能劣化の分析 

 

５．実施結果５．実施結果５．実施結果５．実施結果 

5.1 太陽光発電の長所と短所 

 太陽光発電の基礎知識修得のために、太陽光発電の

長所と短所を検討してまとめた。 

○長所 

・可動部分がほとんどなく、メンテナンスが不要 

・発電時に化石燃料を使わない 

・屋根や壁等の未利用スペースを利用可能 

・送電設備のない遠隔地の電源としても利用可能 

○短所 

・導入時のコストが高い 

・発電が天候などの自然条件に左右される 

・施設の屋根に設置した場合、屋根に負荷がかか

る 

・現状では発電コストが高い 

・設置方法によって発電量が大きく異なる 

・長期信頼性の問題が指摘されている 

 

5.2 太陽光発電の原理と太陽電池パネルの種類 

太陽光発電では、太陽電池を構成する半導体に入射

した太陽の光エネルギーを電気エネルギーに変換して

発電を行う。 

多結晶は単結晶よりもコストが低い為、一般に普及

されている。単結晶は他よりも製造コストが掛かると

いう欠点がある。化合物系は、高温時でも出力が落ち

にくいという長所がある一方で、有害物質を使用して

いる。有機系は、製造が比較的簡単で様々な場所に設

置が可能という長所がある一方で、変換効率が低い事

が短所として挙げられる。 

 



 

 

5.3 太陽電池製造メーカーによる出力保証の調査 

各メーカーの保証期間と保証条件を表 1に示す。 

三菱電気では、太陽電池の性能が保証条件を下回っ

た場合には、問題の生じた太陽電池パネルを無料で修

理する。シャープおよび東芝は、問題の生じたパネル

を修理または、代替品と交換する。ソーラーフロンテ

ィアは、新たなモジュールの追加、もしくは問題の生

じたパネルの修理か交換を行う。カナディアンソーラ

ーは、その取り扱いについては販売店で詳細を説明す

るとのことであった。 

 

表 1 太陽電池製造メーカーによる保証条件 

メーカー 保証期間 保証条件 

三菱 20年 80％を下回った場合 

シャープ 15年 
10年で 90％ 

11年以降は 85％ 

東芝 10年 90％未満となった場合 

ソーラー 

フロンティア 
20年 

10年で10％以上低下し

た場合 

20年で20％以上低下し

た場合 

カナディアン 

ソーラー 
25年 

1年目 97％以上 

10年目 90.7％以上 

25年目 80.2％以上 

 

5.4 性能劣化の評価方法の検討 

 太陽光発電の性能を示す重要な指標は、発電量であ

る。しかし、この発電量は入射する日射量により変化

する。そのため、日射量の変化の影響を取り除いた変

換効率（発電量÷日射量）で評価する。 

しかしながら、この変換効率は太陽電池温度の影響

を受け、温度が上昇する低下する。そのため、変換効

率の値を温度で補正下値を用いて評価する。 

 

5.5 豊橋市内全小中学校の訪問 

秋学期は、市内小中学校の訪問調査を本格的に行っ

た。太陽光発電の長期信頼性を評価するためには、故

障状況と性能劣化の両面からシステムを調査する必要

がある。今回は、故障状況を確認する訪問調査を行っ

た。また、一部の小中学校からは発電データを提供い

ただき、そのデータをもとに性能劣化の分析を行った。 

[ 訪問調査するために必要な準備 ] 

アポイントメント・電話応対資料作成を分担して行

った。 

[ 訪問調査の流れ ] 

①豊橋市教育委員会から各小中学校の担当者に依頼

状を送付 

②本学より各校に依頼状を送付 

③各メンバーが訪問のアポイントメントを取る 

④訪問調査を実施 

⑤訪問終了後、学校にお礼状を送付 

⑥豊橋市教育委員会・各小中学校への報告書の作成 

このように、訪問調査を行うために、電話対応マ

ニュアルを作成するとともに、訪問担当校の分担の

決定、質問項目の決定、訪問終了後の確認の連絡、

お礼状の作成を行った。 

[ 内容 ] 

訪問調査では、太陽電池パネルのメーカー、パネル

の設置枚数、方位、傾斜角度、パネル周囲の障害物の

有無、インバータの場所など、システムの設置状況を

確認した。また、表示板で発電状況を確認するととも

に、システムの事故・トラブルの有無、蓄電池設置の

有無について担当の先生に質問した。 

 

5.6 故障・トラブルの状況確認 

訪問調査では、豊橋市内全 74校を対象に太陽光発電

システムの稼働状況調査を行った。その結果、本年度

は 9 件のトラブルを確認した。その中には、発電への

影響が高いものが 7 件あった。また、昨年生じたトラ

ブルが改善されていないものも2 件あった。 

一方で、一部の小中学校では太陽光発電システムの

点検が行われていた。 

表 2および図 1に、今年度の調査結果をまとめる。

発電への影響に応じて、故障のレベルを以下のように

3段階に分けた。 

 

 



 

 

レベル 1：施設の異常、発電量表示パネルの故障 

レベル 2：インバータ又はフィルターに支障（エラ

ー） 

レベル 3：インバータの停止又は故障、太陽電池パ

ネルの破損・断線 

 

表 2 レベル別の故障件数 

故障レベル 発電への影響 今年度の故障件数 

1 なし 2 

2 一時的に影響 7 

3 
大いに影響（修理

の必要有り） 
2 

 

2

6

2

7

1

1

2

3

1

0 5 10

H25

H24

H23

レベル１

レベル２

レベル３

図 1 各年の故障・トラブル件数 

 

5.7 性能劣化の分析 

吉田方中の変換効率の推移を図2および図3に示す. 

吉田方中を対象に変換効率の推移から性能劣化の分

析を試みた。図 2の吉田方中の変換効率の各年のグラ

フを見た通り 2009年に比べて 2013年のほうが低くな

っていた。 

トラブルが無ければ夏場は発電量が減少し、冬場は

発電量が増加している、トラブルがあった場合はこれ

に当てはまらない。図 3を見てみると 2013年の 1月後

半から 4月頭までトラブルがあった事が窺える。 

その詳細な分析については、現在も継続中である。 

 

 

図 2 12－13時の 1時間の日射量と発電量との関係 

（吉田方中学校） 

 

 

図 3 12－13時の 1時間の日射量と変換効率との関係 

（吉田方中学校） 

 

６．６．６．６．    プロジェクトの成果（自己評価）プロジェクトの成果（自己評価）プロジェクトの成果（自己評価）プロジェクトの成果（自己評価） 

豊橋市内全小中学校の訪問調査は、分担して訪問す

ることができた。一方で、分析・資料作成の際に役割

分担がうまく機能せず、結果として一部の人間に作業

が集中してしまった。また、訪問の際に取得すべき必

要な情報を共有できなかった。 

以上の事から、常に電話やメール等で連絡を行い、

会議による意見交換やコミュニケーションを積極的に

取ることが今後の課題となる。 

 

７．７．７．７．    メンバー各自の所見メンバー各自の所見メンバー各自の所見メンバー各自の所見    

・鈴木啓吾（・鈴木啓吾（・鈴木啓吾（・鈴木啓吾（21123221) 

このプロジェクト開始の頃は、太陽光発電システム

は、価格という問題点のみだと思っていた。しかし、

実際に基礎知識を学んで行く中で太陽電池製造メーカ

ーの出力保証は、メーカーごとで様々ということがわ



 

 

かった。 

太陽光発電システムは普及していますが、長期信頼

性に関する問題が浮き彫りになっている。 

訪問調査を行う際に電話によるアポイントメントを

取りましたが、なかなか相手との都合の良い日が合わ

なかったり、授業などで電話に出られなかったりなど

さまざまな状況があった。就職した後も電話でのアポ

イントメントは、行うと思うのでその時は、このプロ

ジェクトの時を思い出して苦労しないように相手のこ

とを考えて行いたいと思う。 

 

・杉元篤史（・杉元篤史（・杉元篤史（・杉元篤史（21123220）））） 

 私たちは、太陽光発電についての基礎知識習得や豊

橋市内全小中学校への太陽光発電システムの稼働状況

調査など様々なことを行ってきた。訪問調査では故障

やトラブルが増加傾向であることが分かった。一方で

一部の学校では、太陽光発電システムを定期点検して

いることが新たに分かった。そのため定期点検によっ

て事故やトラブルが発覚し、修理を行った学校もあっ

た。しかし、他の学校では定期点検が行われていない

ため、訪問調査によって故障が発覚した学校もあった。

訪問調査で蓄電池の有無についても確認を行った。設

置されている学校は多くはなかった。学校の立地によ

っては、津波などの被害を受ける可能性がある。しか

しながら、災害用にもかかわらず津波などの影響を受

けやすい場所に設置されている学校があった。このよ

うに訪問調査によって太陽光発電システムについての

様々な問題が発覚した。この発覚した問題が改善され、

太陽光発電システムが今後のエネルギー問題を解消す

る新たなエネルギーとして、より一層注目されること

を願う。 

 

・鈴木涼太（・鈴木涼太（・鈴木涼太（・鈴木涼太（21123117）））） 

今回のプロジェクト活動では太陽光発電の基礎知識

の習得から始まり、豊橋市内全小中学校の太陽光発電

システムについての訪問調査、性能劣化の分析を行っ

てきた。 

最初は、太陽光発電は太陽の熱をエネルギーに変え

て発電しているというイメージしかなかった。 

太陽光発電の基礎知識を習得する事で、太陽光発電

の原理を知り、メーカーや種類が色々あると知ること

ができた。メーカーによって保証内容や期間が異なっ

ていると知った。 

訪問調査では、訪問する小中学校を決め各自で担当

する小中学校に電話をしてから訪問調査を行った。電

話をした時に担当者が不在のため連絡が取れず、日程

の調整をするのに苦労した。訪問時には、故障・トラ

ブルの有無、設置状況などについて調べた。故障・ト

ラブルは昨年に比べて増えていると分かった。設置状

況は学校ごとに異なっている事が分かった。 

 

・眞子匠（・眞子匠（・眞子匠（・眞子匠（21123132）））） 

 私たち見目ゼミナールでは、太陽光発電システムの

長期信頼性について研究を行った。春学期は、太陽光

発電システムについての基礎を学び、現在太陽光発電

システムが抱えている問題点を知ることができた。秋

学期には、市内の小中学校を対象に太陽光発電システ

ムの設置状況を調査した。その結果、2012年より故障

やトラブルが増加していた。また、2012年からのトラ

ブルや故障を対処していない小中学校があったことが

分かった。また、データを提供してもらった吉田方小

学校、豊城中学校に関して、データの分析から性能劣

化の可能性があることが分かった。 

この研究を通して、長期的なグループ活動や目上の

方との交流の仕方など、今までやったことのなかった

ことを体験できて、とても有意義であった。小中学校

の訪問の際に、小中学校側とのスケジュールの調整は

とても苦労した。しかし、早い内にこういった体験が

できたことはとても大きなメリットであると感じた。 

 

・田邊俊希（・田邊俊希（・田邊俊希（・田邊俊希（20923215）））） 

 今回私たちのプロジェクト活動は、太陽光発電の長

期信頼性について研究を行った。 

春学期に、太陽光発電に関する知識（長所や短所・

種類と原理など）を習得し、国内外の企業が太陽光発

電にどのような対応を取っているのか等をゼミ内で各



 

 

自発表を行い、メンバーの太陽光発電に対する基礎力

向上を目指した。 

秋学期は、前年度・前々年度にも太陽光の発電デー

タ収集を協力して下さった豊橋市内の全小中学校にア

ポイントメントを取り、今年度も訪問調査を行った。 

観測したデータを集計しグラフにして、各小中学校

での 3年間の性能劣化や故障・トラブルが無いか、長

期信頼性についての評価を行った。 

1 年間の研究を行い、感じた事は自分が太陽光発電

についての知識が足りない事やアポイントメントでの

対応など様々な力不足である。今回のプロジェクトで

経験・実感した事を、自己成長や卒業研究に活かして、

これから一つずつ補っていきたいと思う。 

 

・中川千加（・中川千加（・中川千加（・中川千加（21123228）））） 

プロジェクトを通し、訪問調査を行うために必要な

こと、太陽光発電システム、学校で積極的に行う活動

等を学ぶことができた。 

時間が限られている中で、発表することの難しさを

学んだ。もう少し分担し、私も積極的に参加し協力す

べきであったと感じた。 

 

・惣門健人（・惣門健人（・惣門健人（・惣門健人（21123118211231182112311821123118））））    

今回のプロジェクト活動を行って豊橋市内小中学校

に訪問した結果、太陽光パネルが壊れていることに気

が付いていなかった学校や、多少調子が悪くても、そ

のまま使っている学校があった。 

一般家庭に取り付けられているパネルの場合、不調

になったことにより、太陽光発電システムで得られる

はずだった発電量を失うことになるため、なるべく早

く修理する。しかし、学校では予算の関係で修理でき

ないという問題と、学校から市に報告をした場合に、

市からの修繕費用等の予算が下りないなどの問題があ

るため、すぐに修理することはできない。 

これから先、私たちがこの太陽光発電システムの課

題についての調査を続けていく中で、性能劣化を分析

する際に、太陽光パネルの扱い方の違いによる影響が

出るのではないかと思われる。パネルを販売する業者、

設置する業者のアフターケアーや保証期間の利用状況

も考え、分析しないといけない。 

    



アカウミガメ保護啓発活動アカウミガメ保護啓発活動アカウミガメ保護啓発活動アカウミガメ保護啓発活動    

中野聡プロジェクト中野聡プロジェクト中野聡プロジェクト中野聡プロジェクト    

 

 

１．プロジェクトメンバー１．プロジェクトメンバー１．プロジェクトメンバー１．プロジェクトメンバー    

内藤規文（21123227）、白濱祥輝（21123218）、 

浅井昭宏（21123201）、田中皓也（21123222）、 

石部広貴（21123102）、佐々木勇太（21123113） 

高瀬竜也 (21123614) 

 

２．連携先企業・組織２．連携先企業・組織２．連携先企業・組織２．連携先企業・組織    

ご協力いただいた、豊橋市役所環境部環境保全課 

兵藤様、田中様に改めて謝意を表したい。 

 

３．プロジェクトの背景と目的３．プロジェクトの背景と目的３．プロジェクトの背景と目的３．プロジェクトの背景と目的    

私たちは日本の環境保護活動を担いたいと思い、豊

橋市の行っている活動を調査した。調べてみると、豊

橋の表浜海岸はアカウミガメが上陸・産卵に来る日本

有数の海岸であること、豊橋市がウミガメの保護活動

を行っていることがわかった。また、豊橋市の行って

いるアカウミガメの保護活動の理念に賛同したため、

プロジェクトのテーマに設定した。 

特に、以下の諸点をプロジェクトの目的に定めた。

① ウミガメの生態に関する学習を通してその理解を

深め、② 自ら保護啓発活動を担うこと。また、③ 他

県・世界の保護の取り組みを調査し、その結果をフィ

ードバックすることにより豊橋市役所の取り組みの向

上に協力すること。そして、④ 独自の啓発活動を展開

し、豊橋市内外の人々にウミガメ保護に関する認知と

理解を深めてもらうことである。 

 

４．実施計画４．実施計画４．実施計画４．実施計画    

★ 春学期 

ウミガメの生態と保護に関する学習 

学外団体のイベント参加 

自主的上陸調査・保護活動 

★ 秋学期 

    自主的上陸調査・保護活動 

保護啓発リーフレット作成・配布 

    映像作品の制作 

  市役所に保護活動についての提案 

  出前授業 

   ホームページの作成 

 

5555．実施結果．実施結果．実施結果．実施結果    

① ウミガメの生態学習 ･･･ テーマ設定後、アカウミ

ガメの生態に関して学ぶため、「とよはし アカウミガ

メのあしあと」豊橋市環境部環境保全課 2012 年など

を輪読した。 

  また、6月13日には豊橋市役所環境保全課を訪問し

て市の保全活動に関する説明を受け、7月20日には「竜

宮探検～表浜のアカウミガメ調査委員養成講座～」に、

7月27日と8月3日には「アカウミガメの来る表浜海

岸の自然観察会」の参加した。写真1は、竜宮探検の

際の、地元NPO担当者による表浜海岸での講義の様子。 

写真写真写真写真1．竜宮探検．竜宮探検．竜宮探検．竜宮探検 

 

② 保護啓発活動 ･･･ 9月から12月にかけて、次の活

動を行った。 

 

a. まず、ウミガメの生態学習をもとに独自の保護啓発

リーフレットと三角ポップを作成した。三角ポップの

印刷は外部に依頼し、幅広い年齢層の方々にウミガメ

保護への認知を広めるために学内、市内サー 

 

 

 



 

 

写真写真写真写真2. リーフレットの作成リーフレットの作成リーフレットの作成リーフレットの作成 

 

フショップ、豊橋西高校などに配布した。 

 

b. 表浜海岸清掃活動 ･･･ 月に数回、メンバ

ーが自発的に表浜海岸に赴き、海岸の清掃活

動などを行った。ウミガメの保護には資格が

必要なため、直接的な保護活動の余地は限ら

れている。だが、清掃活動などを通して間接

的にウミガメ保護に貢献すること 

はできる。 

 

c. 豊橋市役所への報告書提出 ･･･ 豊橋市役所環境部

環境保全課へ、他県と他国の取り組みをまとめた報告

書を提出した。報告書には、HP の網羅的調査の結果

や文献(亀崎直樹『ウミガメの自然誌』東京大学出版会 

2012 年など)の記載を利用し、日本全国のアカウミガ

メの産卵地、産卵数を見やすく可視化したデータや米

国漁業におけるウミガメ排除装置TED(turtle excluder 

device)の利用、他県の特徴的な保護策などについて明

記した。 

  具体的には、ウミガメ減少の主な要因として 6項目

を指摘した。 

 

・乱獲・乱獲・乱獲・乱獲  有史以来食用として、また皮革製品や剥製、

宝飾品として利用するために捕獲されてきた。近世に

市場経済が発達し、流通が大規模化するにつれて、ウ

ミガメの存続そのものを脅かすようになる。日本では

中国から伝来したべっ甲細工が江戸時代から発達、工

芸品として珍重され、20世紀には世界最大の燐板消費

国となった。1950-92 年までに約 200 万個体分が輸入

されたとされる。乱獲は、ワシントン条約(1970 年の

絶滅のおそれのある野生動植物の種の国際取引に関す

る条約)による国際取引規制により抑制されてきたが、

わが国はタイマイに関しては留保し、1989年まで年間

約 30ｔ(約 3万匹分)を輸入し続けた。国際的批判から、

1993年に実質的に輸入を禁止し、1994年に留保を撤回

した。  

・混獲・混獲・混獲・混獲  刺網、巻網、底引き網、定置網などにウミガ

メが混獲され、溺死するものが少なくない。40ヵ国の

操業データと 13の監視プログラムのデータによれば、

2000年には世界全体で 20万頭のアカウミガメ、5万頭

のオサガメが混獲されたと見積もられている。 

・産卵地機能の喪失・産卵地機能の喪失・産卵地機能の喪失・産卵地機能の喪失  孵化脱出までの間、温度や湿度、

ガス交換などが適切に保たれ、容易に地表に脱出でき、

確実に海に到達できることが求められる。わが国では

全国的に砂浜の侵食が進行し、こうした空間が急速に

失われつつある。侵食は、砂利の採取やダム建設に伴

う河川からの砂の供給の減少、港湾施設や離岸提の設

置による沿岸漂砂系の変化による。また、砂地があっ

ても、利用できなかったり、好ましくない環境に変容

していたりする。 

・被食・被食・被食・被食  ウミガメの卵はさまざまな野生動物によって

捕食される。2013年夏には、表浜海岸でもアカウミガ

メの卵が野犬の被食にあっている。産卵巣をフェンス

で覆うことにより一時的に防除はできる。 

・汚染・汚染・汚染・汚染  石油などによる汚染、人工物の誤食や絡まり

など。死体の消化管内容物の検査では、アカウミガメ、

アオウミガメ、オサガメからしばしばプラスチック類

がみつかる。 

・その他・その他・その他・その他  気候変動などの地球規模の変化のほか、観

光客による踏みつけや幼体の放流会などのディメリッ

トも指摘される。 

 

  また、他県における良く工夫された保護柵の事例や

ウミガメの里親制度、ウミガメ保護条例などを記載し

た。市の保護活動がよりよいものになるよう、貢献で

きれば幸いである。 

 

 



 

 

写真写真写真写真3. 市役所報告書の作成市役所報告書の作成市役所報告書の作成市役所報告書の作成 

 

d. 映像作品の製作 … 映像は、インターネットなどを

通じてたくさんの人に知ってもらえる手軽な方法であ

り、幼い子たちにも比較的抵抗なくウミガメ保護の大

切さを理解してもらえると考えた。 

  映像とリーフレットを併用することにより、認知率

の向上を図る。現在、ウミガメの成長回遊をベースに

した映像作品はほぼ完成しており、年度内に豊橋創造

大学のFacebookやYoutube等にアップロード、広報

活動のレパートリーに加える予定である。                    

 

６．６．６．６．    プロジェクトの成果（自己評価）プロジェクトの成果（自己評価）プロジェクトの成果（自己評価）プロジェクトの成果（自己評価）    

  達成率は、60%とした。 

  理由は、秋学期当初に立てた目標をすべて遂行する

ことができなかったからである。１つ１つの成果物の

質の向上に努めたが、コンテンツが不十分であり、ま

た期日内に終了することができなかった。 

  計画通りに進まなかった場合、柔軟に対応すること

ができなかった。期日に間に合わせるためのチームの

協調力と熱意が足りなかったのも一因だろう。  

毎回、進捗具合と該当作業に関してどのくらいの日数

がかかるのかを共有して取り組めば、間に合ったのだ

ろうと思う。 

    

7. 7. 7. 7. メンバー各自の所見メンバー各自の所見メンバー各自の所見メンバー各自の所見    

内藤規文（21123227） 

 今回のプロジェクトで、私はゼミリーダーを務めた。

プロジェクトは各賞を頂き、豊橋市職員の方達 

 

                                写真写真写真写真4444．表浜海岸にて．表浜海岸にて．表浜海岸にて．表浜海岸にて    

             (7月27日夜10:30頃撮影) 

 

からもそれなりの評価を得られた。だが、自身の至ら

ない所を痛感する機会だった。 

  電話でのアポ取り、ビジネスメール、言葉遣い、マ

ナーなどから集団行動における協調性、傾聴力などこ

れから社会に出る上で必要不可欠な教養が欠如してい

ると強く感じた。授業を通して自己分析ができ、自分

を見つめなおすことが出来、自分の長所、短所を知る

ことができ良かった。この経験を今後の学生生活、就

職活動に活かせたら幸いである。 

 プロジェクト内容については、自分達の行ったこと

に対する効果測定、検証が行えなかったため、みえる

化ができず中途半端に終わってしまった。計画も持っ

てとりくめず、最後までちゃんとやりきる事が出来な

かった。 

リーフレットの配布、映像作品など作成したが、広

く認知度を上げるために出前授業が出来たらよかった

と思う。いろいろと問題点がありたくさんの改善点が

あった。最後に私達の活動を支援してくださった環境

保全課の兵藤様と田中様に改めて謝意を表したい。 

 

浅井昭宏（21123201） 

 このプロジェクトで、私はウミガメの保護活動につ

いて様々な事を学べました。私は普段海に行くことが

多いのでウミガメが来ることは知っていたのですが、

市で保護活動をしていることなどは知りませんでした。

 



 

 

保護活動に参加することでウミガメが食害にあってい

ることや、海岸がゴミで結構汚れているのを目の当た

りにし衝撃を受けました。これからは海岸を利用する

時に海岸を汚さないよう気を付けるように心がけ、知

人などにも注意するよう心掛けたいと思います。 

 また、産卵のデータを見ると産卵が多い年と少ない

年があるのが分かり、それには海の温度も関係してい

る可能性もあるのですが、海岸の環境によるものも大

きいと思っています。保護柵などまだまだ改良の余地

があると思うのでこれからもどうしたらよりよくなる

のかを考えていかないといけないと思いました。 

 

石部広貴（21123102） 

今回、ウミガメ保護啓発活動をテーマに市役所とも

協力のもと、多くの人に知ってもらうように計画し実

行した。私は、リーフレットや映像作品の作成を担当

した。まずは、保護活動や改善点を知らないことには

周りに伝達することはできないので、市役所の行う保

護活動に参加し、資料収集を行い、知識を増やした。

そして、大人から子供まで理解してもらうよう、分か

りやすく退屈にならないものを作るように工夫した。

リーフレットでは、豊橋の高校にアポをとり、提示さ

せてもらえるようになった。映像作品ではナレーショ

ンも担当し、ユニークさも取り入れることが出来た。 

人に伝えるには、ユニークさも必要であることが大

切だと感じた。外部との交流はとてもいい経験になっ

たと思う。細かく計画を立てて実行出来ず、進行が遅

れたことが反省する部分だ。 

 

田中皓也（21123222） 

アカウミガメ保護啓発活動をして、アカウミガメの

ことが多少わかった。そしてボランティア活動までし

ている人たちがいることを知ってビックリしました。

アカウミガメは絶滅危惧種なので大切にしないといけ

ないと感じた。 

 

白濱祥輝（21123218） 

プロジェクトを遂行するにはまずチームワークが重

要と感じた。自分ひとりの力ではどうにもならないこ

とも、力を合わせれば可能になると学んだ。チームで

行動するには、意思疎通や相手がどんな気持ちで行動

しているかを察してあげることが必要と思った。メン

バーのモチベーションをコントロールするのも大事な

のではないかとも感じた。 

ウミガメ保護プロジェクトでは貴重な体験ができて

よかった。数年に一度見ることができるかできないか

分からないウミガメの上陸を間近で観察することがで

きたし、生態も知ることができた。自分たちの住む地

域が日本でも有数のウミガメ産卵地域なので今後もこ

の環境を守っていきたいと思った。 

 

高瀬竜也 (21123614) 

私はこのプロジェクトを通して多くのものを学びま

した。自然を守っていく大変さやみんなで協力しなが

ら一つのことに取り組む大切さがわかりました。今回

のプロジェクトで学んだことを生かしていきたいです。 

このプロジェクトは海に行ったり、朝早かったり、

大変な面もたくさんありましたがそれを踏まえていい

経験ができたような気がします。これからも今回で学

んだ海を大切にすると言う当たり前のことを当たり前

にこなせるようにしていきたいと思いました。最後に

みんなで頑張った甲斐があり賞をとることができて本

当に良かったです。 

 

佐々木勇太（21123113） 

  今回、ウミガメ保護啓発活動をテーマに豊橋市役所

の協力のもと、多くの人に知ってもらうように計画し

実行した。私はリーフレットの台本を作成した。幅広

い年代の人達が理解できるよう、言葉遣いに気をつけ

て作成するのは苦労したが、納得の出来る成果物がで

きよかった。 

 ウミガメ保護プロジェクトでは、貴重な体験をたく

さん出来た、その中でもチームで行動する際の協調性

の重要さを再確認できた。 

 

(2014年 2月) 



『高校生と学ぶ会計学☆彡』『高校生と学ぶ会計学☆彡』『高校生と学ぶ会計学☆彡』『高校生と学ぶ会計学☆彡』    

野口プ野口プ野口プ野口プロジェクトロジェクトロジェクトロジェクト    

   

１１１１．プロジェクトメンバー．プロジェクトメンバー．プロジェクトメンバー．プロジェクトメンバー    

井手 一希（21123103）、斉藤 諒祐（21123111） 

曽越 崇史（21123119）、糸数 隆佑（21123206） 

加藤 国靖（21123212）、唐沢 龍介（21123213） 

中村 仁哉（21123230）、 

担当教員 野口 倫央 

 

 

２２２２．．．．連携連携連携連携先先先先企業・組織企業・組織企業・組織企業・組織    

野口プロジェクトにご協力して頂いた連携先組織お

よび担当者は、以下のとおりである。 

・ 藤ノ花女子高校・朝倉丈徳様 

・ 犬山高校(商業科)・山口正彦様 

 

 

３３３３．．．．プロジェクトの背景と目的プロジェクトの背景と目的プロジェクトの背景と目的プロジェクトの背景と目的    

現代の企業人は、英語・パソコン・会計を具備しな

ければならないと言われて、久しい。英語・パソコン

に関しては、義務教育の中において学習する機会があ

る。しかしながら、会計学に関して学習するのは大学

に入ってからである。 

企業活動の主たる目的が利益獲得であり、その利益

を測定するのは、会計学固有の役割である。多くの者

が企業に携わるにも関わらず、企業の目的に関する基

礎理論が欠如しているのは、社会全体から考えて、大

きな損失である。 

そこで、高校生に会計学の学習の場を提供しようと

考えたのが、このプロジェクトの背景である。具体的

には、高校生に興味のあるディズニーに焦点を当て、

ディズニーの財務分析を行い、その結果の報告を通じ

て、会計学に関する情報を発信することで、高校教育

に欠けている会計学に興味を抱き、その重要性に気付

いてもらうことを目的として活動を行った。 

 

 

４４４４．．．．実施計画実施計画実施計画実施計画    

本プロジェクトは、次の図表1で示すようなスケジ

ュールで活動を行った。4 月から 5 月にかけて、何に

ついて取り組むかについて、実行可能性等の面も考慮

しながら、検討を行った。その結果、高校生に会計学

の学習の場を提供することを、プロジェクト活動とし

て取り組むことにした。 

その一方で、自身の会計学に関する知識が他人に教

えられるレベルにないことから、8 月までは会計学の

基礎知識の修得に努めた。主に、指導教授である野口

先生からレクチャーを受けることで、会計学の基礎知

識を修得した。 

中間報告会後は、よりプレゼン対策の活動を行った。

ディズニーリゾートの有価証券報告書を読み、そこか

ら、収益性分析および安全性分析を行った。さらに、

高校生に興味をもってもらうために、ディズニーの歴

史や、舞浜に建設されるまでの話などもまとめた。 

 

図表2 プロジェクト室での学習風景 

 

 

10月には藤ノ花女子高校において、約400人の前で、

 
 図表 1 プロジェクト活動の流れ 

月 活動内容 

4月・5月 プロジェクトテーマの選定 

5月－8月 財務会計・国際会計・経営分析に関する基礎

知識の修得 

→ 伊藤邦雄(2012)『現代会計入門』日本経

済新聞出版社の輪読を中心に 

8月 6日 中間報告会 

9月－11月 ディズニーリゾートの財務分析の学習 

→ 有価証券報告書やアニュアル・リポート

の分析を中心に 

10月 17日 藤ノ花女子高校でプレゼン 

12月 10日 犬山高校でのプレゼン 

12月 17日 成果報告会 

 

 



 

 

プレゼンを行った。さらに、12月には犬山高校の商業

科の生徒の前でプレゼンを行った。 

 

図表3 藤ノ花女子高校での活動風景 

 

 

図表4 犬山高校での活動風景 

 

 

 

 

５５５５．．．．実施結果実施結果実施結果実施結果    

次の表は、藤ノ花女子高校および犬山高校でのプレ

ゼンの概要である。 

 

図表5 プレゼン概要 

実施校 対象人数 プレゼン内容 

藤ノ花 

女子高校 

約400人 ・有価証券報告書の記載情報の紹介 

・アトラクションへの投資額の紹介 

・収益性分析 

・財務分析に関するクイズ 

犬山高校 約40人 ・財務諸表の役割紹介 

・財務分析指標の紹介 

・収益性分析 

・安全性分析 

・財務分析に関するクイズ 

 

本プロジェクトの目的を達成できたか否かの判断は、

アンケート分析を通じて行うこととした。 

その結果、次のような結果となった。なお、2 校合

わせた有効回答数は339人であった。 

 

図表6 アンケート結果 

質問項目 そう思う そう思わない 

会計学に興味をもったか 
 

206人 

(60.8％) 

133人 

(39.2％) 

会計は将来の人生において

役に立つと思うか 

298人 

(87.9％) 

41人 

(12.1％) 

会計学を学びたいと感じた

か 

209人 

(61.7％) 

130人 

(38.3％) 

 

これをみる限り、約88％に将来における会計の重要

性を認識して頂くことができ、さらに60％以上の人に

会計学に興味を持ってもらうことができた。さらに

60％以上の人が、会計学を今後学習したいと感じて頂

けたのは、大きな成果であった。 

 

 

６．６．６．６．    プロジェクトの成果（自己評価）プロジェクトの成果（自己評価）プロジェクトの成果（自己評価）プロジェクトの成果（自己評価）    

今回のプロジェクト活動を通じて、高校生を相手に

して、チームの見解を納得させられるような、表現力・

コミュニケーション力の重要性を感じた。さらに、役

割分担し、自身の担当部分について責任感を持って取

り組み、それをチームとして一つのことを作り上げる

ことの重要性を学んだ。そのために、積極的に取り組

み、議論を交わすことが重要だと感じた。 

 

 

７．７．７．７．    メンバー各自の所見メンバー各自の所見メンバー各自の所見メンバー各自の所見    

井手 一希（21123103） 

初め、プロジェクトで高校生に会計を教えることは

とても難しいと思った。なぜなら、会計学の知識が全

くなかったためである。約半年ぐらいは、参考書を使

いながら、ゼミ担当の野口先生から会計学を学んだ。

会計学の基礎から学び始め、月日が流れていくうちに

自分で財務分析を行うことができるようになった。 

自分の担当は主に PPT 作りであった。最初は PPT



 

 

の作り方が分からず、色々な人に聞き、PPTの見やす

い作り方を教えてもらった。 

PPT発表練習では、どのように発表したらいいのか

などプロジェクトメンバーの皆で話し合い意見を出し

合った。犬山高校では質問担当で大勢の人の前に出た

のでとても緊張した。今回のプロジェクト活動は、人

生のいい経験になった。 

 

斉藤 諒祐（21123111） 

今回のプロジェクトを通して、通常では経験するこ

とのできないことを多く経験できた。野口ゼミでは、

藤ノ花女子高校と犬山高校でプレゼンを行ったのだが、

私は、藤ノ花女子高校でのプレゼンの際、クイズ担当

として、会場を盛り上げた。高校生が400人近くいる

中でクイズを出したり、答えを教えることはとても緊

張したが、上手く行うことができ、大きな自信となっ

た。 

今回のプロジェクトは会計学を高校生に教えること

を目的としたものであったが、教えるためには、自分

が勉強しなければならず、大変苦労した。しかし、た

くさんの苦労をしたことで、貴重な知識を得ることが

できた。 

 

曽越 崇史（21123119） 

今回プロジェクトであまり知識のない会計学を学び、

プロジェクトの時間会計学に携わり徐々に会計学を身

に付けていった。そしてプロジェクトでは藤ノ花高校、

犬山高校と行くことがきまった。 

校内ではプロジェクト中間発表会があり、プロジェ

クトの進み具合、今後の日程についてなどを各ゼミで

の発表会があった。プロジェクトで役割があり、私は

発表者となり、人前で話すのが苦手な私でしたが、何

とか震えながらも発表でき、人前で話せることができ

るんだと自信になりよかった。 

そして犬山高校、藤ノ花高校とプロジェクトで行き、

私はクイズ担当とパワーポイントを作成しプロジェク

ト後アンケート結果から評判がよくすごいやりがいの

あるプロジェクトでした。プロジェクトで学んだこと

をこれからも生かしていきたいと思います。 

 

糸数 隆佑（21123206） 

今回の社会活性化を目的とした「高校生に会計学を

教えよう」を通して、私は会計学の知識を学んだ範囲

で自身に取り込めたことはもちろん、約 400人の高校

生の前で講演した経験から大抵のことでは動じない精

神力を身に着けることができた。 

 しかし、藤ノ花高校で私は発表担当をしたのだが、

正直に言えば発表練習の期間が短かったことがネック

となり自身の中では成功したとは思えなかった。その

ため犬山高校の講演は犬山高校での発表担当に余裕を

持たせるためPPTの作成を早めたり、発表練習に参加

したりした結果、成功と思える講演ができた。 

犬山高校では講演を聞いた約7~9割の学生が会計学

に興味を持ったと配布したアンケートから読み取れた。

これは藤ノ花高校での発表、PPTの反省を生かすこと

ができた結果であるともいえるだろう。 

 

加藤 国靖（21123212） 

このプロジェクトで、私は犬山高校での発表を担当

した。このプロジェクト活動を通して、人前で物事を

いかにわかりやすく教えるかの大変さを知ることがで

きた。準備の段階では、野口先生の指導のおかげもあ

り、順調に発表の準備ができたが、発表本番となると

緊張し、満足のいく発表ができなかった。 

 しかしこの経験は私にとって有益な体験になったと

思う。私は、人前に立って物を話すということはとて

も苦手で、役割を任された当初は自分にこのようなこ

とができるのかと不安であった。 

普段の学生生活では人の前に立って物事を教えると

いうことは滅多にないが、今回の活動では、このよう

な経験をさせていただき、私の人生の中でも良い経験

になり、自分なりに成長できたと感じた。今回の経験

を生かし、苦手なことも挑戦しようと思えた。 

 

唐沢 龍介（21123213） 

私がプロジェクト活動を通して今回学んだことは、



 

 

人に何かを教えるのはとても大変だが、教えることは

自分の学びにもなるということだった。まずものを教

えるには、当然だが自分が理解していない教えること

ができない。会計学はただでさえ覚えることが多いの

だが、それを他人がわかるように説明できるくらいに

覚えるのは勉学が苦手な私には苦痛だった。実際プレ

ゼンで教える内容を自分が理解できているか怪しいま

ま当日を迎えてしまった。多くの学生を目の前にし、

不安や緊張といった感情でとても空気が薄く感じ、苦

しかった。それでも、約 400名もの大勢の前に立つこ

とは私にとって良い経験になったと思う。 

学生の質問の中にも、こちらの想定していないもの

があり、学生から学ぶことも多かった。今回のプロジ

ェクトでは私自身がとても未熟だということを思い知

った。しかし、それはまだ今回のプロジェクトのよう

に学べることが多くあり、もっと多くのことを経験し

学ぶ必要があると感じた。 

 

中村 仁哉（21123230） 

今回のゼミのプロジェクトで高校生に会計学を教

えるというテーマで会計学を勉強した。計算が苦手な

ので会計学は難しかった。犬山高校へ会計学を教えに

行き、人に会計学を教えることがすごく難しいと思っ

た。発表前に台本を作るとき、どう話したらいいのか、

どうやって会計学を伝えればいいのか、考えるのがと

ても難しかった。発表してみると台本通りうまくしゃ

べれず頭の中が緊張でいっぱいになっていた。 

しかしながら、クイズをやって犬山高校の生徒も参

加してくれて発表の終わりのほうは楽しくできたと

自分の中では思えた。初めての発表はこんなにうまく

できないのかと勉強になった。犬山高校の先生にもい

ろいろアドバイスをいただき、いい経験をしたなと思

った。 

 

 



トヨハシトヨハシトヨハシトヨハシ♡(♡(♡(♡(ハートハートハートハート))))ヨシプロジェクトヨシプロジェクトヨシプロジェクトヨシプロジェクト    

チームみよっキー（三好プロジェクト）チームみよっキー（三好プロジェクト）チームみよっキー（三好プロジェクト）チームみよっキー（三好プロジェクト）    

 

１１１１．プロジェクトメンバー．プロジェクトメンバー．プロジェクトメンバー．プロジェクトメンバー    

小濱竜 （21123110）、 夏目祐樹（21123124）、 

森下広樹（21123133）、 大里将太（21123210）、 

小田康晴（21123211）、 董立平 （21123226）、 

飛田知寿（21023802） 

 

２２２２．．．．連携連携連携連携先先先先企業・組織企業・組織企業・組織企業・組織    

・豊橋観光コンベンション協会 鈴木恵子様 

・豊橋市(企画部 政策企画課) 鈴木裕二様 

・豊橋市(産業部 観光振興課) 鈴木誠也様 

・豊橋鉄道(鉄道部 運輸営業課) 織笠真至様 

・穂の国とよはし芸術劇場ＰＬＡＴ 飯田幸司様 

・豊橋生菓子組合事業委員会の皆様 

 

３３３３．．．．プロジェクトの背景と目的プロジェクトの背景と目的プロジェクトの背景と目的プロジェクトの背景と目的    

豊橋市は、産業、観光、文化などを広く伝える様々

なプロモーション活動に取り組んでいる。本プロジェ

クトにおいて、学生の目線でできるシティプロモーシ

ョンに取り組むことにし、豊橋にある自慢できる施設

や取り組みを紹介することを目的とする。「ここちよい

街」をキーワードにしてテーマを「トヨハシ♡（ハート）

ヨシプロジェクト」とした。プロジェクト活動を具体

化するにあたって、以下の2つのサブテーマに分離し

て取り組んだ。 

テーマ1：地産地消グルメ開発 

テーマ2：ゆるキャラプロモーション 

これらのサブテーマで行った事業を表１にまとめる。

この事業一覧に沿って、サブテーマごとの実施事業計

画を説明する。 

 

４４４４．．．．実施計画実施計画実施計画実施計画    

4.1地産地消グルメの実施計画地産地消グルメの実施計画地産地消グルメの実施計画地産地消グルメの実施計画と経緯と経緯と経緯と経緯 

4.1.1    シティプロモーションシティプロモーションシティプロモーションシティプロモーションの情報収集の情報収集の情報収集の情報収集 

 プロジェクト全体目標を豊橋市に関するシティプロ

モーションとして、その具体化を図るためにシティプ

ロモーションに関する情報を収集することになった。

そのために 5月 16日、豊橋市企画調整課鈴木裕二様と

ミーティングを行った。このミーティングでの助言を

もとに「カレー」「トマト」「大葉」などの豊橋の名産

を使ったアイスクリームを開発する企画を考えた。そ

の後、豊橋観光コンベンション協会の鈴木恵子様との

ミーティングで助言を頂き地産地消グルメチームでは、

豊橋スイーツマップ作成の企画を進めることになった。 

 

4.1.2    豊橋スイーツマップ作成企画に関する助言豊橋スイーツマップ作成企画に関する助言豊橋スイーツマップ作成企画に関する助言豊橋スイーツマップ作成企画に関する助言  

豊橋スイーツマップを作ることに菓子店の協力を得

ることができるかなどスイーツマップを作ることのニ

ーズを調査することにした。そのために、8 月 1 日、

豊橋生菓子組合の組合員であるパティスリーフランの

近藤敏之様に豊橋スイーツマップ作成の企画を説明し、

それに対する助言を頂いた。そこでは、他のスイーツ

表１ トヨハシ♡ヨシプロジェクトの活動内容 

 

 

 

図１ 若杉彰様からの意見聴取の様子 

日付 実施事項 日付 実施事項

5月16日

8月1日 市内洋菓子店にヒヤリング 7月19日
豊橋鉄道㈱営業企画課へ協
力依頼

8月23日
豊橋観光コンベンション協
会へのヒヤリング・相談

8月8日
豊橋鉄道㈱子供向けイベン
ト取材

10月4日 市内和菓子店にヒヤリング 10月23日
シティプロモーションビデ
オvol.1をYouTubeにアップ

10月15日
豊橋生菓子組合への企画提
案

11月9日 豊川B１グランプリ取材

10月18日
豊橋観光コンベンション協
会へのヒヤリング・相談

11月28日
豊橋芸術劇場PLATへの協力
依頼

11月26日 豊橋生菓子組合との協議１ 12月3日
シティプロモーションビデ
オvol.2をYouTubeにアップ

12月 １月実施予定の試食会準備 12月10日
シティプロモーションビデ
オvol.3をYouTubeにアップ

1月16日 スイーツ試食会開催 12月12日
豊橋芸術劇場PLATビデオ取
材

２月
セレクションスイーツマッ
プ作成配布

12月20日
宮川彬良主催歌劇のリハー
サル取材（予定）

３月 利用者の集計、まとめ １月
取材ビデオの編集・アップ
ロードとTwitterによる周知

※ビデオ公開をTwitterで拡散の努力を継続

地産地消グルメ開発チーム ゆるキャラプロモーションチーム

豊橋市企画調整課鈴木裕二氏よりシティプロモーションに関するヒ
ヤリング・相談



 

 

店からも助言を収集した方が良いなど意見を頂き、学

生が企画して広報することは店舗にとっても有意義で

あるとコメントを得た。また、8月 23日に豊橋観光コ

ンベンション協会の鈴木恵子様にアイスクリーム開発

の企画よりも具体的で実行性があるとの評価を得た。

以上の経緯で豊橋スイーツマップ作成の企画を進める

ことになった。 

 

4.1.3    豊橋生菓子組合とのミーティング豊橋生菓子組合とのミーティング豊橋生菓子組合とのミーティング豊橋生菓子組合とのミーティング 

 豊橋のスイーツ業界の動向や課題を伺うため10月4

日、豊橋生菓子組合の若杉彰様から意見聴取を行いに

伺った。この意見聴取で「コンビニで手軽にスイーツ

を購入可能」、「スイーツ専門店への若者の利用が減少」

など店舗販売を行うスイーツ業界に課題があることが

明らかになった。この若杉彰様からの意見聴取の様子

が図 1 である。10 月 15 日に豊橋生菓子組合事業部会

合に参加させて頂き、企画提案・協力要請を行った。

ミーティングの内容として、豊橋スイーツマップ作

成・企画の説明とスイーツマップにまとめるテーマに

ついての意見聴取を行った。この意見聴取で「和洋を

分ける」「手筒などの文化を表した菓子」などの意見を

頂いた。また、特徴あるスイーツ調査への協力を快諾

して頂き、再度ミーティングを開催することになった。

この豊橋生菓子組合事業部会合の様子が図 2である。 

11 月 26 日、豊橋生菓子組合事業部との意見交換会

を開催した。意見交換会の内容として、スイーツマッ

プの 4つのテーマ案を提案し、それについての意見交

換を行った。この意見交換で豊橋スイーツマップのテ

ーマを和菓子、洋菓子、歴史文化に決定した。また、

写真だけではセレクションは難しいのではないかとい

う意見を頂き、豊橋生菓子組合に協力して頂き試食会

を開催することを決定した。この豊橋生菓子組合事業

部との意見交換会の様子が図 3である。 

 

4.1.4    スイーツ試食会の開催スイーツ試食会の開催スイーツ試食会の開催スイーツ試食会の開催 

 1 月 16 日、豊橋生菓子組合のスイーツ専門店 15 店

舗に協力して頂き、スイーツ試食会を開催した。準備

に時間がかかってしまい開始が遅れたが、事前に依頼

したモニターや当日協力を申出ていただいた 50 人以

上のモニターが参加して試食会を開催でき無事に終え

ることができた。この試食会の様子を図４にまとめる。

 

図２ 豊橋生菓子組合事業部会合の様子 

 

 

図３ 豊橋生菓子組合事業部との意見交換会の様子 

 

 

図４ 豊橋スイーツ試食会の様子 



 

 

今後は、豊橋スイーツマップを作成・配布し、企画の

評価をする。 

 

4.2    ゆるキャラプロモーションの実施計画ゆるキャラプロモーションの実施計画ゆるキャラプロモーションの実施計画ゆるキャラプロモーションの実施計画 

シティプロモーションを行うにあたって、どのよう

な方法があるかについての助言や意見を聞くために、5

月 16 日に豊橋市企画調整課の鈴木雄二様とのミーテ

ィングを行った。内容は私たちの活動についての方向

性や内容などを決定づけていくものとなった。ゆるキ

ャラプロモーションチームでは、豊橋市のゆるキャラ

を活用し、豊橋市自慢の施設を紹介するプロモーショ

ンビデオを制作し You Tube にてアップロードすると

いった内容で活動を行うことになった。プロジェクト

の活動期間を考慮して、5 本程度の PV を作成するこ

とになった。その題材を検討して、ゆるキャラプロモ

ーションの第１弾として豊橋鉄道の市電を紹介するこ

とになった。 

ゆるキャラプロジェクト活動を説明し協力をしても

らうため豊橋鉄道(株)の営業企画課、織笠真至様とミ

ーティングを行った。この時の様子を図５にまとめる。

このミーティングで 8月 8日に豊橋鉄道主催の子供向

けイベントがあることを聞き、参加させていただくこ

とになった。また、その日には全国的にも珍しい女性

運転士の方がいらっしゃるということでインタビュー

を同時にさせていただくことになった。これらの子供

参加型イベントの様子と女性運転士の方へのインタビ

ューの様子を撮影した。この時の撮影の様子が図６で

ある。 

完成した２本の動画をYouTubeにアップロードする。

10月23日にプロモーションビデオ第1段Vol.1となる

インタビュー編、12 月 3 日にVol.2 であるイベント編

を公開した。 

ゆるキャラプロモーション第２弾として豊川で開催

されたB-1グランプリの取材を行った。こちらはシテ

ィプロモーションとは直接関係はないが豊橋市も協力

しているとのことであり、隣の市であることから紹介

するプロモーションビデオを撮影することになった。

この活動は11月 9日に行った。その後撮影してきた動

画を編集し完成、12月 10日にアップロードした。 

ゆるキャラプロモーション第３弾は、2013年完成し

た穂の国とよはし芸術劇場ＰＬＡＴのプロモーション

を行うことにした。企画の説明と協力を得るために 11

 

図５ 豊橋鉄道へのプロジェクト協力依頼 

 

 

図６豊橋鉄道主催イベントの様子 

 

図７ 豊川B1グランプリの取材の様子 

 

 

図８ 穂の国とよはし芸術劇場の取材の様子 



 

 

月 28 日に穂の国とよはし芸術劇場ＰＬＡＴの飯田幸

司様とミーティングを行う。そこで私たちは 12 月 12

日に館内を撮影するための許可をいただき、また 12

月 20 日に開催される宮川彬良主催である歌劇のリハ

ーサルに参加させていただき実際の舞台を見せていた

だくことになった。この時の取材の様子を図８に示す。 

12 月 12 日に PLAT へ向かい、館内の撮影をさせて

いただいた。こちらのビデオは館内の施設をリポータ

ーが紹介するような作りとなっている。 

12 月 20 日、リハーサルの様子を見せていただく。

リハーサルを撮影させていただきその一部を本編に活

用するつもりだ。Vol4であるPLAT 編を編集しアップ

ロードする日は 2月の上旬から中旬の予定である。 

 

５５５５．．．．実施結果実施結果実施結果実施結果    

5.15.15.15.1    地産地消グルメ開発の実施結果地産地消グルメ開発の実施結果地産地消グルメ開発の実施結果地産地消グルメ開発の実施結果 

5.1.1 豊橋スイーツボーイ＆ガールズセレクション試豊橋スイーツボーイ＆ガールズセレクション試豊橋スイーツボーイ＆ガールズセレクション試豊橋スイーツボーイ＆ガールズセレクション試

食会食会食会食会 

 1月16日（木）に豊橋の特産品を使用したスイーツ

を豊橋のスイーツを若者目線でセレクションしてもら

うために和菓子、洋菓子、歴史・文化に関する菓子の

３つのテーマを決め、その3テーマに当てはまる豊橋

の各菓子店舗15店舗のスイーツを1商品提供していた

だき、豊橋の高校生、大学生、社会人の若者 50名を対

象とした試食会を行った。試食会では、和菓子のテー

マでは植田の大まんじゅう（小林堂菓子舗）、花便り（お

亀堂）、みたらしだんご（大正軒）、ゆたかおこし（若

松園）、とよはしイチゴもち（童庵）が出展された。洋

菓子のテーマではうずらプリン（華月）、うずラッキー

サブレ（レスポワール）、お茶サブレ（ココット）、大

葉パイ（マッターホルン）、豊橋うずらのバターカステ

リヤ（アンジェリカ）が出展された。レスポワールは

うずラッキーサブレの他、うずらのプリンとロールケ

ーキを提供してくださった。歴史・文化に関する菓子

のテーマでは、六条潟最中（三ッ葉）、潮満（マルサン

パン）、手筒米菓（ボンとらや）、駒曳もなか（松月堂

コイケ）、吉田の手筒（絹一）が出展された。試食会企

画当初はテーマがそれぞれ振り分けられるか心配だっ

たが、それぞれ 5種類ずつ分けることができた。 

試食会では試食してもらった方にアンケートを書い

てもらった。その内容は、洋菓子（見た目、おいしさ、

食感、華やかさ）和菓子（見た目、おいしさ、食感、

上品さ）歴史文化に関する菓子（見た目、おいしさ、

豊橋らしさ、ユニークさ）で行った。そしてその内容

に当てはまる商品の番号を記入し、商品に対するコメ

ントを記入してもらった。そのアンケート結果をエク

セルでまとめた結果、全商品がそれぞれの項目に振り

分けられ、セレクションにのせることができた。その

中で、唯一果物を使ったとよはしイチゴもちは人気が

あり、若者の果物好きを知ることができた。 

 

図９  マップのセレクション図 

 

 

図 10 豊橋スイーツセレクションマップ図 

 



 

 

5.1.2 豊橋スイーツボーイズ＆ガールズセレクション豊橋スイーツボーイズ＆ガールズセレクション豊橋スイーツボーイズ＆ガールズセレクション豊橋スイーツボーイズ＆ガールズセレクション

マップ作成マップ作成マップ作成マップ作成 

試食会で収集した結果を踏まえ、マップを作成した。

出展していただいた15店舗に加え、今回試食会には参

加できなかった洋菓子倶楽部ムラオカのシュークリー

ムも掲載した。それぞれ、写真と商品名、店名、住所、

電話番号、地図を載せ、大きな地図の周りに情報を掲

載する形で作成した。そして、マップの後ろページに

は試食会で行ったアンケートの結果を利用し、すべて

の商品のセレクションを掲載した。作成したマップを

3000 部印刷し、プロジェクト協力店舗 16 店と創造大

学内、高校などに配布していく予定である。このマッ

プの完成図が図９，１０である。 

 

5.2ゆるキャラプロモーションの実施結果ゆるキャラプロモーションの実施結果ゆるキャラプロモーションの実施結果ゆるキャラプロモーションの実施結果 

5.2.1    豊橋鉄道豊橋鉄道豊橋鉄道豊橋鉄道    PV 

1作目と 2作目のPVとして、8月8日に行われた豊

橋鉄道主催の豊橋鉄道子供向けイベント「市内電車の

営業所見学と運転体験！」に参加させていただいた。

このイベントでは営業所の見学、乗務員と参加者との

交流や運転体験、ピット体験、洗車体験など参加者の

体験の様子などを撮影し、イベントの途中で2チーム

に分かれ、イベントを撮影している裏側で女性運転士

様、営業所長様にインタビューをし、それを撮影させ

ていただいた。 

ここで撮影させていただいた動画については、「イベ

ント編」と「インタビュー編」の 2つに分け編集し、

豊橋鉄道様に何度かチェックしていただいた。 

 

5.2.2    B1グランプリグランプリグランプリグランプリ PV 

 3 作目の PV は番外編として 11 月 19 日に豊川市で

開催された B1 グランプリを撮影させていただいた。

ここではリポーターが参加者に混じり、「行田ゼリーフ

ライ」、「勝浦担担麺」、「出雲ぜんざい」、「加古川かつ

めし」、「三崎鮪ラーメン」の以上 5つのB級グルメを

リポートした。 

 B1グランプリのビデオ編集では、次回のB1グラン

プリの際の参考になると考え冒頭で B1 グランプリの

ルールの説明をいれた。また、リポートだけではゆる

キャラ PV にならないという意見があり、ビデオの途

中で B1 グランプリに参加しているゆるキャラをビデ

オ内に挿入する工夫などをした。 

 

5.2.3    PLAT    PV 

 4作目のPVではPLAT内の施設を撮影させていただ

いた。ミーティング時に事前に施設の下見をさせてい

ただいていたので、動画の撮影はスムーズだったが、

撮影の終盤でトヨッキーが同伴できないトラブルがあ

ったため予定を変更し、途中からトヨッキー入れずに

撮影をした。また、施設紹介のほかに12月 20日に行

 

 

図 11 YouTube のビデオ表示サイト 

 

図 12 編集したビデオの一つの場面 

 



 

 

われた、公開ゲネプロにも参加、撮影させていただい

たのでビデオに入れる予定である。ビデオについては

現在編集中で、完成次第 PLAT の担当者にチェックし

ていただく。 

 

5.2.4    アップロードしたアップロードしたアップロードしたアップロードしたPVの視聴数の視聴数の視聴数の視聴数 

 現在 PLAT の PV を除いた 3 作をYouTube にアップ

ロードした。PLAT に関すビデオの編集が終わり次第

担当者の方にチェックしていただき、許可をいただい

た後に、アップロードする予定だ。 

 現在のアップしたPVに視聴状況は 

第 1弾：インタビュー編 再生回数 301回 

第 2弾：イベント編   再生回数 38回 

第 3弾：B1グランプリ  再生回数 25回 

である。ビデオ作製を行ったが、この活動の周知活動

がほとんど行っていないため、予想以上に低調である

状況である。 

 

６． プロジェクトの成果（自己評価プロジェクトの成果（自己評価プロジェクトの成果（自己評価プロジェクトの成果（自己評価 

6.16.16.16.1    地産地消グルメ開発による自己評価地産地消グルメ開発による自己評価地産地消グルメ開発による自己評価地産地消グルメ開発による自己評価    

2013/10/4 豊橋生菓子組合の若杉彰様に訪問するこ

とを通して、現在スイーツ業界の問題点と経営者のニ

ーズを認識し、プロジェクトの全体方向と活動対象を

決めることができた。2013/10/15 豊橋生菓子組合事業

部にプロジェクト計画提案する際、初めて20人以上の

社会トップの前に自分たちが作った企画を伝えた。こ

のような社会体験できるのが良かった。また、若者の

視点からの提案が面白いと組合様に言われて、その時

に私たちの活動を認めてもらえたと感じた。2013/11/26

豊橋生菓子組合様とのミティングで、組合の山田享司

理事長に若者が生菓子に対してのイメージを深く感じ

るように試食会を行うと提案された。それが私たちに

対して、最大な協力を感じた。2013/1/16に行われた「豊

橋スイーツBoys & Girls セレクション」試食会で、

50人以上の若者参加者を集まることができ、若者たち

は試食する上で豊橋スイーツのイメージを深くつける

ことができるようになった。プロジェクトを通して私

たちは沢山な初めを体験することができた。初めて、

企画書を作ること。初めて、会社に電話すること。初

めて、経営者の立場に立って、物事を考えること。今

回のプロジェクト活動は目標達成でき、社会体験のい

い活動だった。 

 

6.26.26.26.2    ゆるキャラプロモーションによる自己評価ゆるキャラプロモーションによる自己評価ゆるキャラプロモーションによる自己評価ゆるキャラプロモーションによる自己評価 

豊橋には他市に誇れるような文化的な施設や祭りな

どの文化的活動が多く存在している。これらの施設を

豊橋市のゆるキャラであるトヨッキーを活用したプロ

モーション活動を行い、その活動を動画撮影し

YouTube に５本公開する計画を立案した。しかし、時

間の関係とチームの行動力が少し足りない部分があり

豊橋芸術劇場プラットの施設紹介１つと豊橋鉄道イベ

ント２つ、B-1 グランプリの紹介ビデオ計４本の紹介

ビデオを作成した。当初の予定数のビデオ作製はでき

なかったが、複数のビデオ公開できたことは、当初の

目的を部分的ではあるが実行できた。また、これらの

ビデオの認知度を上げるためにツイッターを活用し、

我々の活動情報を拡散する活動もおこない、豊橋市の

プロモーションに微力ながらも貢献できた。ただし、

ビデオへのアクセス数がほとんどなく、ビデオ存在を

アピールする活動について今後検討する必要がある。。 

 

７． メンバー各自のメンバー各自のメンバー各自のメンバー各自の所見所見所見所見 

小濱竜 （21123110） 

4 月から始まったプロジェクト活動だったが、始ま

った当初はなにから始めたらいいか全くわからず、最

初企画していたカレーうどんのプロジェクトはなくな

ってしまった。しかしその後、豊橋の特産品を紹介す

るスイーツマップを作成・配布するというプロジェク

トを始めることになった。最初の反省を踏まえて、実

施のための計画とそれをチームで分担して行うことを

意識して行動した。実行リストづくりやそれに基づく

作業指示がある程度行えた。しかし、プロジェクト後

半になるつれて試食会やマップ作製などの作業が多く

なる中で、実行リストの作成が滞り、その結果、試食

会の実施についての十分な検討が行えず、バタバタと

試食会を開催することになった。この遅れに伴って、



 

 

マップ作製では期日ぎりぎりに第１案が完成するなど、

完成度が十分とは言えないマップになった。計画の不

徹底さが目立ってしまった。今後、社会に出ていく中

で企画などを考えるときにこういった反省点を生かし

ていきたいとおもう。 

 

夏目祐樹（21123124） 

このプロジェクト活動に取り組んで、私は企画を考

えることの難しさや外部企業と協力して企画を進めて

いく難しさを学んだ。 

私が所属しているグルメチームでは、若者をスイー

ツ専門店に誘導するということで企画を進めることに

なった。その中で豊橋生菓子組合との意見交換会は一

つの目標であった新聞に掲載されることが実現できた。

また、スイーツセレクションのための試食会では、ス

イーツ専門店 16 店舗に協力して頂き開催することが

できた。しかし、ミーティングや試食会の段取りなど

の準備が遅れて協力企業に迷惑をかけてしまったこと

は反省すべき点だと思う。今後は、プロジェクト活動

での経験を活かし、周りに迷惑をかけないように責任

感を持ち積極的に企画を進めるよう行動していきたい。 

 

森下広樹（21123133） 

ゼミでゆるキャラを活用したシティプロモーション

活動をしてきたこの約 10 カ月はとてもいい経験がで

きた。最初に豊橋には全国でも珍しい市電があるとい

うことで豊橋鉄道様と訪問の伺いを電話で行い、企画

課の折笠様とミーティングを行った。織笠様の協力の

下、プロモーション動画を無事作成しアップロードす

ることができた。次にプラットの飯田様の協力を得て

プラットの内部を動画に撮影できた。様々な企業の

方々の協力を得て計画を進めていく中でメンバー同士

の意見の違いなどがあったが、話し合いによって方向

性を決定しながら活動することができた。そしてゼミ

活動の中で自分の長所と短所を認識することが出来た。

長所としてはチーム内でアイデアを発言しチームの活

動の幅を広げることでチームに貢献できたと自己評価

している。他のメンバーから長所として評価された点

を意識して、他者の意見を尊重し、それについて自分

の意見を言えるようにしたいと考えている。また、相

手の話をしっかり聞く姿勢を今後改善してゆきたいと

思う。 

 

大里将太（21123210） 

私はこのゼミを通じて、人とのかかわり方と企業の

方々の暖かさにについて学んだ。私の活動では豊橋市

のゆるキャラを活用したシティプロモーション活動を

しており、外部の方との交流は欠かせないものとなっ

ている。勿論、協力していただく企業の方々には我々

の活動の趣旨を説明し、メールによる情報交換など多

岐にわたって交流をしていかなければならない。この

ような活動は今まで行ったことがなかったのではじめ

は不安ではあったが、回数をこなすにつれて緊張や不

安は解けていった。普通はこのような申し出があった

としても企業としては面倒がったり相手にしてもらえ

ないことが殆どだ。しかし、私たちの活動を理解し、

協力していただいたことと肯定的に評価いただいた企

業の方々が多くあったことに驚いた。この様に優しい

方々が働く企業に就職したいと感じた。 

 

小田康晴（21123211） 

私はこのプロジェクトに取り組んでみて、企画説明

とスケジュール作成の難しさを感じた。企画説明は前

提として豊橋の魅力を伝えるということでいかに相

手にそれを伝えるかが非常に難しかった。また、スケ

ジュール作成では当日の移動時間や不手際などによ

る遅延を考慮しなければならず。プロジェクトの最後

まで完璧に時間どおりにできることはなかった。 

だが、そういった失敗があったからこそ計画するこ

との重要性を学び、プロジェクトを始めた当初に比べ、

計画と行動の時間の差を少なくすることができた。 

また、企画からミーティング、撮影までの流れまで

最初はうまくできないことがあったが、最終的にはス

ムーズに進めることができるようになったと評価して

いる。 それは、チームメンバーの努力だけでなく、

三好先生、協力してくださった企業、関係者様のご協



 

 

力があってこそここまで進んでこられたと感じる。 

 

董立平 （21123226） 

今回のプロジェクトを通して、学生としてできない

社会体験をすることができた。2013/10/15 豊橋生菓子

組合事業部にプロジェクト計画提案する際に夏目君が

企画説明者として、20人以上の社会トップの前に私た

ちの企画を伝えた。彼は落ち着いて穏やかな声で最後

まで順調に説明を終えたが、その姿が立派であった。

それを横で聞いていた私は、自分ももっと頑張らなけ

ればならないと感じた。また、試食会を行う前に商品、

納品時間チェックなどの事項をするために提供者たち

に電話をすることを通して、電話で話の流れに一番重

要なのはタイミングだと気付いた。相手の顔を見えな

く、言葉遣いも非常に注意しなければならない。そし

て、相手の年齢によって、話のスピート、声の大きさ

なども気付くようにできた。この体験を今後の活動に

活かしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



のんほいパーク盛り上げ隊のんほいパーク盛り上げ隊のんほいパーク盛り上げ隊のんほいパーク盛り上げ隊!!!!!!!!～～～～WeWeWeWe♥♥♥♥NONHOINONHOINONHOINONHOI～～～～    

三輪・山口プロジェクト三輪・山口プロジェクト三輪・山口プロジェクト三輪・山口プロジェクト    

 

１．プロジェクトメンバー１．プロジェクトメンバー１．プロジェクトメンバー１．プロジェクトメンバー    

味岡 美沙(21123101), 加藤 綾乃(21123109), 

藤田 諭実(21123128), 辻井 友絵(21123225), 

長坂 良恵(21123229), 村上 雄也(21123232), 

沼倉由香理(21123624), 近藤 智基(21123215), 

水藤 圭祐(21123219) 

 

２．連携先企業・組織２．連携先企業・組織２．連携先企業・組織２．連携先企業・組織    

（１）豊橋総合動植物公園（通称：のんほいパーク） 

（２）公益財団法人 豊橋みどりの協会 

（３）豊橋市役所企画部シティプロモーション推進室 

（４）NPO法人 ワライフ 

 

３．プロジェクトの背景と目的３．プロジェクトの背景と目的３．プロジェクトの背景と目的３．プロジェクトの背景と目的    

 豊橋総合動植物公園（愛称：のんほいパーク）は、

豊橋市のシティプロモーション活動の一環として『の

んほいパーク 100万人プロジェクト』を掲げ、入場者

数の拡大に取り組んでいる。パークからは、現状（公

式の取り組み）の問題点として、若い世代、シルバー

世代への広報が弱い、という意見が出されている。 

 本プロジェクトは、昨年度からの継続的な取り組み

として、広報活動による“のんほいパーク”の活性化

を目的として活動を行った。 

 本プロジェクトでは、情報の送り手（ソース）は“の

んほいパーク”であり、情報の受け手は一般の市民で

ある。我々はその仲介役として、ターゲットとして設

定した（現状で公式広報の弱点となっている）若い世

代、シルバー世代へ情報を届けるため、様々な検討・

工夫を行った。 

 昨年度はレンタルサーバ上に作成した Web サイト

による情報発信が主体だったのに対し、今年度は特に 

・ SNS（Social Networking Service）の活用 

・ ターゲットに対応した効果的な情報発信 

の 2点を新たな試みとして取り入れた。 

 活動を通して、効果的な広報活動（より効果的な情

報拡散）について理解を深めることを目標とした。 

    

表 1 プロジェクト実施スケジュール 

    

４．実施計画４．実施計画４．実施計画４．実施計画    

 本プロジェクトの実施スケジュールを表１に示す。 

 5月から本格的に活動を開始し、はじめに Facebook

ページ作成やTwitterアカウント作成を行った。取材を

通じて得た情報を基に定期的に Facebook ページ更新

やTwitterでのツイートを行い、若い世代へ継続的に情

報を届けた。また、Facebookページのアクセス状況か

ら動画への関心が非常に高いことが判明したため、秋

学期にはYouTubeのアカウントを作成し動画の配信を

開始した。さらに、今年度はインターネットメディア

以外の媒体を活用した情報発信にも力を入れ、ポスタ

ーや三角柱POP等の印刷物を定期的に作成・掲示した。

シルバー世代向けの広報活動として、フリーマガジン

への記事掲載（紙面作成）にも取り組んだ。 

 8 月には、のんほいパークからの依頼によりサマー

イベント（ナイトガーデン）の運営協力を行った。当

初の計画では考えていなかった活動についても、メン

バー間で役割分担をして対応した。 

 個々の活動についての詳細は次章で説明する。 

 

 

月/日 活 動 内 容 

5/23 

 /30 

Facebook，Twitter 稼働開始 

協力依頼・取材 … のんほいﾊﾟｰｸ 

6/21 

 /27 

協力依頼・取材 … みどりの協会 

意見交換 … 市役所企画部ｼﾃｨﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ推進室 

7/ 3 

 / 6 

 /12 

 /21 

 /24 

 /26 

取 材 … 植物園七夕ｲﾍﾞﾝﾄ 

参 加 … 行財政改革ﾌﾟﾗﾝ公開ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 

取 材 … 暑さ対策（ﾌｫｸﾞﾐｽﾄ） 

掲 示 … 創造大学（三角柱POP） 

依 頼 … 愛知大学（ﾎﾟｽﾀ ,ーﾘｰﾌﾚｯﾄ） 

依 頼 … 豊橋技術科学大学（ 〃 ） 

8/13～18 参 加 … ナイトガーデン 

9/27 依 頼 … 学園祭協力依頼（缶バッジ寄付） 

10/17 

10/26・27 

10/31 

取 材   …  チラシ・缶バッジ受け取り 

創造祭 … アンケート実施、学内展示 

YouTube 稼働開始 

11/21 

11/28 

依 頼 … ワライフ 

取 材 … トラ・ライオン 

12/06 

12/25 

依 頼 …  ワライフ（みどりの協会） 

発 行 … ワライフ 



 

 

５．実施結果５．実施結果５．実施結果５．実施結果    

５．１５．１５．１５．１        打ち合わせ打ち合わせ打ち合わせ打ち合わせ    

 広報記事作成のための取材（情報収集）、および、活

動に関する打ち合わせや意見交換等のため、学外での

活動（訪問）を計20回行った。相手方の都合もあり、

迅速かつ円滑に進行させるため、前半のアポイントメ

ントの取り付けは主に教員が行った。秋学期の後半に

は、学生が電話を通して訪問日時等の調整を行った。 

 訪問前には、メンバー同士で質問事項等の検討を行

い、取材に臨んだ。打ち合わせの際には質問担当とメ

モ担当を分け、先方に余計な時間を取らせないように、

かつ、お話しいただいた内容を漏らさないように努力

した。学外の方との話し合いを通じて、自分の言いた

いことを正しく相手に伝え、相手の話すことを理解し

て正しく受け取る能力の重要性を再認識することがで

きた。図 1に学外打ち合わせの様子を示す。 

 

５．２５．２５．２５．２        定期的な掲示物の作成定期的な掲示物の作成定期的な掲示物の作成定期的な掲示物の作成    

 プロジェクト活動の紹介や、“のんほいパーク”の情

報を大学内（学生）に向けて発信する目的で、長期休

みを除いて毎月、三角柱POPを作成して学内に掲示し

た。設置場所は、大学内の学生ホール、D 棟 4F ラウ

ンジ、E棟 2Fラウンジ、E棟 1F来客スペースであり、

学生が休憩したり食事したりする場所を選んだ。 

 デザインや掲載する文章、素材となる写真等を自分

達の手で考え、実際の三角柱POPを作成するのは思っ

たより大変で、とてもいい経験ができた。 

作成した三角柱POPとその内容を図 2に示す。 

 

５．３５．３５．３５．３    イイイイベント等への参加ベント等への参加ベント等への参加ベント等への参加    

（１）ナイトガーデン（１）ナイトガーデン（１）ナイトガーデン（１）ナイトガーデン    

夜の動物園や植物園、乗り放題の遊園地を楽しむこ

とができるナイトガーデンは“のんほいパーク”の夏

のイベントである。今年は8/13（火）～18日（日）の

6 日間にわたって行われ、我々のプロジェクトは、の

んほいパークから依頼を受け、パーク内の巨大迷路の

運営協力を行い、迷路の出口で手作りうちわ（先着 80

名）の配布を行った。 

 

図 1 学外打ち合わせの様子（10/17） 

 

 

 

 

 

 

 

 

vol.1／07月 Facebook、Twitterの紹介、動物写真 

vol.2／07月 ナイトガーデン 

vol.3／10月 創造祭の活動（アンケート、等） 

vol.4／11月 オータムフェスティバル、YouTube 

図 2 三角柱POP（左からVol.1, 2, 3, 4） 

 

今までは平日の静かな時間の取材ばかりだったが、

ナイトガーデンでは実際に動物園に遊びに来ているた

くさんの方々と関わることができ、とてもいい経験に

なった。図 3に示すように、子供に喜んでもらえるよ

うに、うちわの表面には塗り絵ができるイラストを掲

載した。また、我々の活動を一般の方々に知ってもら

えるように、裏面には Facebookと TwitterのQRコー

ドとアドレスを掲載した。図 4は、うちわ配布中の様

子である。ナイトガーデン期間中に 480本（80本×6

日）のうちわを配布したが、Facebookページの「いい

ね」の数は期間中 6人ほどしか増加しなかった。 

QRコードによる告知で、実際のWebサイトまで閲

覧者を誘導するのは、思った以上に大変であることを

実感した。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

図 3 作成したうちわ（裏表） 

 

図 4 うちわ配布の様子 

 

（２）創造祭（２）創造祭（２）創造祭（２）創造祭    

 10月 26日、27日に行われた創造祭において“のん

ほいパーク”に関するアンケート調査を行った。また、

アンケート以外のプロジェクト活動の展示物として 

（１）学生が撮影した写真 

（２）   〃   動画（編集有） 

（３）アンケート場所への誘導看板 

（４）    〃    誘導チラシ 

（５）アンケートのお礼の塗り絵 

（６）公式パンフレット（裏表紙の中面） 

の 6点を制作し展示した。 

アンケートは、“のんほいパーク”にどれだけの人が

訪れているか、また、どのような媒体でパークに関す

る情報を得ているのか、などを調査するために実施し

た。アンケート用紙は、パークの方と話し合い質問項

目を検討・作成した。質問形態は、回答者のフェイス

属性を聞き出す質問、のんほいパークに関する質問、

盛り上げ隊に関する質問の3部構成となった。子供を

連れた母親を主なターゲットとして想定したため、短

時間で回答しやすいように選択肢に丸を付ける回答方

式とした。作成したアンケート用紙（表面）を図 5に

示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 アンケート用紙（表面） 

 

 

図 6 塗り絵（3種類を作成） 

 

なお、アンケート実施にあたっては、多くの人に協

力いただけるように、回答者に対するお礼として 

① プロジェクトで作成した塗り絵（図 6） 

② のんほいパーク公式の缶バッジ 

③ のんほいパーク オータムチラシ 

を配布した。②缶バッジと③チラシは、このアンケー

トのためにパークの方から提供して頂いた。 

  



 

 

 

図 7 アンケート回答者の内訳 

  

アンケートは計 213名の方に回答してもらうことが

できた。アンケート回答者の内訳を図 7に示す。集計

の結果、幼児教育・保育科のイベントスペースの隣で

アンケートを実施したことから、ターゲットとして想

定していた女性から多く回答を得ることができた。20

代から 30代の方中心に回答を得たが、学内実施という

こともあり、想定したより10代の回答者も多かった。 

 次に、パークに関する質問に関しては、約半数の人

が「天才！志村どうぶつ園」や「情報番組（小象のマ

ーラに関するニュース）」を見ているとの結果が得られ

た。また、TV 等を通して情報を得ることで、のんほ

いパークへ行こうと思った人が約 6割もいた。このこ

とから、TV の情報発信効果が非常に高いことが判断

できる。しかし、TV によるパークの様子は多くの方

に知られているが、入園料やお得な割引券などの情報

はあまり知られていないことがわかった。このことか

ら、動物やイベント情報の発信も大切ではあるが、基

本的な情報の発信も大事であることに気付いた。 

 本プロジェクトの認知度を知るために、盛り上げ隊

に関する質問も行った。その結果、大学関係者の多く

が活動について認知しているものの、約 4割の学外の

方は「知らない」と回答した。このことから、学外へ

向けての活動をより多く行った方が良いと感じた。 

アンケート結果は、プロジェクトメンバー全員で

Excel への入力・集計作業を行い、11 月にパークの方

へ結果を報告した。 

 

図 8 ワライフ紙面（2014新年号 No.13） 

 

（３）フリーマガジン（３）フリーマガジン（３）フリーマガジン（３）フリーマガジン    

ネット媒体が身近にないシニア層向けの情報発信活

動として、NPO法人ワライフが発行するフリーマガジ

ン「ワライフ」への記事の掲載を行った。「ワライフ」

は遠州・三河のシルバー世代、身体障害者、等に向け

て隔月 30,000部発行されている情報誌であり、申込を

した個人宛に郵送されているほか、様々な公共施設に

設置されている。 

ワライフの読者層が“のんほいパーク”のターゲッ

トとするシルバー世代と重複しているため、ワライフ

関係者に主旨を説明し紙面を頂けるようお願いしたと

ころ、了解を得ることができた。この記事の掲載につ

いては、パークの方々に大変喜んで頂くことができた。

掲載する内容は、パークの方からの依頼により、左面

に新春フェスティバル（年末年始のイベント）の情報、

また、右面には植物園、動物園、遊園地の 3つのエリ

アごとの紹介とした。図 8に、作成した「ワライフ」

の紙面（見開き 2ページ）を示す。 

 ページの作成にあたっては、高齢者向けということ

で、文字は大き目に、お年寄りの方に興味をもっても

らえるような情報の掲載を心掛けた。 

 掲載できる文字数に制約のある中で、入稿締切に間

に合わせるように紙面を作成する事は非常に大変で、

ソフトウェアの操作方法を習得することの重要性を実

感した。 

 

 



 

 

 

図 9 飼育員インタビューの様子 

 

５．４５．４５．４５．４    飼育員飼育員飼育員飼育員インタビューインタビューインタビューインタビュー    

 昨年度の活動の継続として、動物の飼育を担当して

いる方へのインタビューを行った。この活動は、公式

Webページ等からは得ることができないオリジナルの

コンテンツを制作してWeb サイトに掲示することで、

本プロジェクトのファンを増やすとともに、一層のん

ほいパークに興味を持って頂くことを狙いとしている。

図 9に猛獣舎（トラ、ライオン）担当の飼育員に対す

るインタビューの様子を示す。 

 

５．５５．５５．５５．５    SNSの活用の活用の活用の活用    

 昨年度の活動において、WEBサイトや SNSが情報

拡散ツールとして有効であることが明らかとなった。

今年度は、積極的に SNS（Facebook、Twitter）を活用

し、取材を通じて収集した写真や動画、園内情報、イ

ベント情報等をのんほいパーク利用者または若い世代

に向けて発信することに取り組んだ。 

 図 10に、作成した Facebookページを示す。春学期

は毎日（平日）、秋学期は一日おき（平日、週 3回）に、

メンバー全員で分担して記事を作成し投稿した。表 2

に 12月 8日時点の結果を示す。活動の結果として、100

人を超える固定ファンを獲得することができ、また、

週平均で 300人以上のユーザに情報を届けること（リ

ーチ）ができた。Facebookインサイトから年齢層別リ

ーチ内訳を調べたところ、18歳～34歳の世代で約74%

を占めていた。この結果より、FacebookのようなSNS

ツールは、若い世代向けの情報拡散に効果的であるこ

とがあらためて確認できた。 

 

図 10 のんほいパーク盛り上げ隊Facebookページ 

 

表 2 Facebookページを利用した広報活動の結果 

全投稿数 

� 近況アップデート 

� 写真 

� 動画 

� リンク 

� クエスチョン 

178 

10 

124 

11 

32 

1 

いいね！（ファン数） 102 

リーチ数（週間平均） 316 

過去28日間のリーチ 471 

＊12月8日時点 

 

 さらに、図 11 のように盛り上げ隊！！Twitter アカ

ウントを作成して情報発信を行った。Twitterは、主に

のんほいパーク訪問時にリアルタイムで動物の様子を

伝えるために活用した。また、Facebookへの投稿記事

が表示されるように連携機能を有効にして使用した。

同時に、のんほいパークに関する他のユーザのツイー

トをリツイートすることにも努めた。 

 Twitter を利用した広報活動の結果を表 3 に示す。

Facebookページと同様に100人を超えるファン（フォ

ロワー）を獲得することができた。特に、動物情報を

積極的に発信しているユーザ（影響力の強いユーザ）

やフォロワー数の多いユーザにフォローやリツイート

をされたことは、情報拡散の観点から大きな成果であ

ったと考えている。フォロワーとの直接的なやりとり

（＠ツイート）で交流できたことも大変有益であった。 

 

 

 



 

 

 

図 11 のんほいパーク盛り上げ隊Twitter 

 

表 3 Twitterを利用した広報活動の結果 

全ツイート数 

� 純リツイート数 

� リツイート数 

� Facebook連携 

334 

89 

108 

137 

フォロワー数 104 

被リツイート数 34 

被お気に入り登録 30 

＠ツイート 6 

＊12月11日時点 

 

５．６５．６５．６５．６    動画の公開（動画の公開（動画の公開（動画の公開（YouTube）））） 

 Facebook ページのアクセス状況から、ユーザの動

画への関心が非常に高いことが判明したため、秋学期

からは動画サイトとして最も認知度の高いYouTubeに

おいてのんほいパークに関する動画の公開を行った

（図12）。 

 動画の制作には、Adobe After EffectsやWindowsムー

ビーメーカーなどのソフトウェアを使用した。撮りた

めたものを繋げた 10分程度の動画を 5本制作し、創造

祭においてプロジェクターを使用して上映するととも

に、それらの動画をYouTubeにアップロードした。こ

のとき、動画の説明文として登場する動物名をタグと

して登録し、検索にかかりやすくなるように工夫した。 

 2014年 1月 9日時点で、Facebookページにアップロ

ードした動画の再投稿を含め、計13本の動画をアップ

ロードした。現時点ではまだ再生回数は多くないもの

の、今後も動画の数を増やして、のんほいパークの広

報に繋がるようにしたい。 

 

 

図 12 のんほいパーク盛り上げ隊YouTube 

 

６．６．６．６．    プロジェクトの成果プロジェクトの成果プロジェクトの成果プロジェクトの成果    

本プロジェクトは、昨年度からの活動を継続し、広

報活動を通じた“のんほいパーク”の活性化を目的と

して活動を行った。結果として、SNSを利用した広報

では Facebookおよび Twitterで 100ユーザ以上のファ

ンを獲得することができた。 

また、ポスターやリーフレット、三角柱POP等の印

刷物を利用した広報も行った。リーフレットやポスタ

ーについては、一部を豊橋市内の他大学（豊橋技術科

学大学、愛知大学）へ掲示、配布することができた。

さらに、フリーマガジン「ワライフ」に記事を掲示す

ることで、シルバー世代への広報を行うこともできた。 

活動を通して、Web を利用した情報発信について、

ファン数を増加させるには想像以上に労力が必要であ

ることを実感した。例えば、ナイトガーデン中に配布

したQRコード（うちわ）は 480個だったが、それに

よるファン数の増加は6人と1/80の効果しか得られな

かった。また、定期的に設置した三角柱POPには全て

QRコードを印刷していたが、三角柱POPから「いい

ね」を押してくれた形跡は見られなかった。これらは

想定より非常に厳しい実態であり、経験しなければわ

からなかったことである。今後、何らかの広報活動に

携わる場合には、今回のことを経験則として大いに役

立てたいと考えている。 

活動全体を通じて、学内についてはのんほいパーク

の存在感をアピールでき、また、SNSを通じて様々な

情報発信を行うことができたため、微力ながらのんほ

いパークの活性化に貢献できたと考えている。 



 

 

７．７．７．７．    メンバー各自の所見メンバー各自の所見メンバー各自の所見メンバー各自の所見    

21123101味岡美沙味岡美沙味岡美沙味岡美沙 

私は主に動画の撮影を担当した。日中は寝ていたり

じっとしていたりと、あまり動かない動物が多い。と

くに猛暑時は日陰でぐったりしている動物だらけだ。

動画なのに写真のような静止画になってしまうことが

多かった。活発に動く動物を撮ることができる機会は

意外と少なかったりする。その点、夏に稼働していた

植物園のフォグミストは非常に撮影しやすかった。決

まった間隔で水が出たり止まったりしてくれてありが

たいと感じたと同時に、改めて予測不可能な行動をす

る動物を撮影するのは難しいなと感じた。 

創造祭では、のんほいパークについてのアンケート

を実施し、アンケートを実施している横でプロジェク

ターを使って編集した動物たちの動画を流した。動画

の編集にはAdobeのAfter Effectsを使用したが、時間

不足で使いこなすことができず今まで撮った動画をつ

なげただけのものしか作れなかった。しかも、枠がは

み出ていたり誤字があったりと、しっかり見直せば訂

正できるようなミスが多かったことが反省点である。

次に同じような機会があったら、十分に時間をかけ、

満足のできるものを作りたいと思う。 

 

21123109    加藤綾乃加藤綾乃加藤綾乃加藤綾乃 

私は「のんほいパーク盛り上げ隊！！」の活動では

主にＰＯＰ等の動物のデフォルメのイラスト等を担当

した。見てくれた人の目にとまり動物園に行きたくな

るようなかわいらしいものを描く事をまず心がけた。

自分の描いたものがタイトルやアイコン等に使われる

のは気恥ずかしい思いもあったが、ナイトガーデンで

うちわを配ったときにもらってくれた人の喜ぶ顔が見

られ、達成感があった。 

そしてカメラが趣味のひとつだったこともあり、毎回

楽しく動物の撮影の取材ができていたが、私の日程が

合わず何度か取材に出向けなかった事が心残りである。 

Facebookの更新も行ったが、載せたい写真に合う内容

でなおかつ見てくれた人が動物園に行きたくなるよう

な文章を考えたり、他のメンバーの前後の更新内容と

はなるべく違うものを配慮したりと、始めは簡単なよ

うに思っていたが案外手間のかかるものだったように

思う。それでも私の投稿したものに「いいね！」を押

してもらえたときに次の更新はもっといろんな人の目

にとまるものにしようという思いが芽生え、毎回編集

アプリを使い動物園をいろいろな見せ方ができるよう

にしていた。そのうちに、以前よりさらにのんほいパ

ークの動物や植物たちの事が好きになっていったと実

感している。 

 

21123128    藤田諭実藤田諭実藤田諭実藤田諭実 

本プロジェクト活動で最も苦労した記憶は、外部の

方々との打ち合わせである。私は、コミュニケーショ

ンをとることが苦手であったが、この 1年間外部の方

と接する機会が多かった。プロジェクト内で決定した

打ち合わせの内容を把握し、自分自身が理解した上で、

外部の方に説明や意見交換・インタビューを行う際、

相手に分かりやすく伝えることに苦労した。このよう

な経験から、何度もコミュニケーションをとることで

良いモノを作ることができ、外部の方とも良い関係づ

くりができたことから、コミュニケーションの重要性

を学んだ。 

また、ラウンジ等に設置する三角柱POPや各イベン

トのポスターや看板などの作成物に多く携わることが

できた。始めは、満足のいくものが私たちに作れるの

かという不安もあった。だが、メンバーや先生に助け

てもらい満足のいくものができ、完成したときの達成

感や実際に自分たちで作成したものが掲示され、目に

とめてもらえた時は嬉しかった。 

 他にも、日替わりでのFacebookの更新など大変なこ

とが多かったが、それなりの結果が出たことから本プ

ロジェクト活動に携われて良かったと思う。 

 

21123225    辻井友絵辻井友絵辻井友絵辻井友絵 

活動内の殆どの制作物は、Illustrator や Photoshop を活

用し制作したものである。Illustratorなどのソフトの基

本的なことは授業で習っていたが、実際に「人に見せ

るもの」と考えて制作を行うと、身に付けていたスキ



 

 

ルだけでは足らないと実感した。また、スキルの取得

度合によっては、「できること」と「できないこと」に

差があり、メンバー内での仕事量に差ができてしまっ

た。この 2点は、活動において反省しなければならな

いことであろう。 

 けれども、「人に見せるもの」と考え制作することで、

初めは作ることに重きを置いていたが、段々と「どの

ような情報が必要か」、「色合いや字の大きさはどのく

らいがいいか」など、「制作物を手に取る相手」のこと

に気を配りながら制作することができるようになった。

また、打ち合わせやインタビューなどで外部の方と多

く接することで、説明資料などの事前準部の大切さを

実感すると共に、相手に「わかりやすい」「見やすい」

資料を作ろうと心がけることができ、自分なりに成長

できたと感じている。 

反省すべき点は多々あるが、活動を通して Illustrator

などスキルと「相手を気に掛ける」という心がけが高

まったことは確かである。 

 

21123229長坂良恵長坂良恵長坂良恵長坂良恵 

SNSの活用や三角柱POPの作成、アンケート実施と、

様々なことを経験したなかでもフェイスブックなどの

SNSを使う事が私は初めてだったこともあり、使う事

に戸惑いを感じた。だが、動物の様子や、季節による

イベントの情報もすぐに発信でき、伝えやすく伝わり

やすいツールなのだということが知る事が出来た。 

広報活動を通して伝える情報が多くの人の目に触れ

るということや、誤った情報を提示した場合には見て

くれている人だけではなく、協力をして頂いている、

のんほいパーク・みどりの協会様にも迷惑をかける事

になり、情報を伝える大変さや、情報を慎重に扱う必

要性を強く実感することができた。 

 プロジェクトの活動において私は人に助けられるこ

とが多く迷惑をかけてしまった。今後は計画的に動い

ていきたい。 

 

 

 

21123232    村上雄也村上雄也村上雄也村上雄也 

 私は、今回のプロジェクト活動で、みどりの協会に

アポイントメントをとったり、のんほいパーク、NPO

法人ワライフへの取材を行ったりした。取材というの

は人生はじめてのことで、とても緊張した。 

 また、プロジェクトメンバーで分担して、定期的に

Facebookを更新した。のんほいパーク盛り上げ隊とし

てアップロードした記事は Facebook のシェアという

機能を使い自分のページでも投稿ができる。自分の友

達から教えてくれて「ありがとう」等のコメントをも

らうことができ“口コミ”による広報活動について少し

理解が深まったように思う。 

「のんほいパークで働いているのか？」「違う。学校の

プロジェクト活動だよ！」というやり取りが何回かあ

ったのはいい思い出になっている。プロジェクト活動

を通して、web を使って全国に発信するためのツール

についての知識、作業をチームで役割分担する大切さ

がわかった。 

 

21123624    沼倉由香理沼倉由香理沼倉由香理沼倉由香理 

私は今回の活動を通じて、情報を伝える難しさを知

った。Facebook更新では、写真選びと、文章を考える

ことに苦労した。友達だけに届くわけではないため、

言葉の選択や、のんほいパークに行きたいと思っても

らえるような文章をと考えると時間がかかり、難しか

った。創造祭のアンケート集計では、アンケートの呼

びかけ等に苦戦した。呼びかけても、なかなか立ち止

まってくれなかったりして大変だったが、頑張って声

かけをして、なんとかアンケートを集めることができ

たので、いい経験ができたと思う。 

活動の反省としては、Illustrator や Photoshop があま

り使いこなせなかったため、制作面であまり役に立つ

ことができなかったことである。しかし、他の人が

Illustrator等のソフトで制作しているのを見たり、一緒

にやったりして教えてもらうことで、知識が増やせた

ため、私自身良かったと思っている。 

今後は、ゼミを通して得た知識を活かしていけるよ

うにしていきたいと思う。 



 

 

21123215    近藤近藤近藤近藤    智基智基智基智基 

 今回のプロジェクト活動では、１００万人プロジェ

クト達成のために情報拡散をすることが目的であり、

情報を得るために多くの外部団体へ訪問をした。その

中で団体の方への提案や打ち合わせ、飼育員さんへの

インタビューなどを行ったのだが、自分たちの活動の

趣旨や目的を伝えることがきちんと説明できているか

が一番不安であった。さらに情報を聞く側なので失礼

があってはいけないと思ったが、敬語を使うことが苦

手な自分にとっては、話すたびに会話を途切れさせて

しまったり、言葉が詰まったりなど言葉を選ぶのに時

間がかかってしまった。事前にもっと準備をしておけ

ば会話をもっと広げることができたのではないかと反

省している。 

 プロジェクト活動を通して、相手の人に聞きたい事

や伝えたい事を話す際、失礼の無いように会話をしな

ければいけないことを反省し、自分に足りなかった点

を見つけることができた。この経験を今後に活かして

いきたいと思っている。 

 

21123219    水藤圭祐水藤圭祐水藤圭祐水藤圭祐 

今回のプロジェクトでは、他のメンバーより私がで

きなかったのは多かったが、私ができる精一杯の活動

はできたと思う。今回の活動で私が学んだことは、コ

ミュニケーションの大切さである。私は普段、コミュ

ニケーションを取るのが苦手であり、人の前で発表や

意見を人任せにすることが多くあった。さらに、他人

とコミュニケーションを取るに当たり話術のうまさや

相手の気持ちを考えながら情報を引き出すことが重要

であることがわかった。今後は、コミュニケーション

を積極的に取り、より多くの人と関わっていきたい。 

今回のプロジェクト活動を通して、外部の方との意

見交換、成果報告会などの大勢の前での発表ができる

ようになってきた。しかし、人に助けてもらうことが

多くあるので甘えることなく、自分の力で解決してい

けるよう努力していきたい。 
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本プロジェクト活動を行うにあたり、豊橋総合動植

物公園、豊橋みどりの協会、豊橋市役所企画部シティ

プロモーション推進室、NPO法人ワライフの皆様には

大変お世話になりました。心より感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




